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《解 説≫

秋田児産非金属鉱物の新しい高度利用技術

一中小企業庁「地域技術おこし事業」－
吉田 徹，鎌田 悟，菅原 靖，工藤 素

秋田県工業技術センター機械化学部

秋田県に賦存する天然ゼオライト岩，及び珪藻土の高度利用を目的として，不純物除去技術の開発，

並びに応用化研究を行っている。天然ゼオライト岩については，ジェットミル粉砕機と気流分級機によ

るゼオライト粉の分離精製を行った。さらに，濃縮した高純度天然ゼオライト粉末を有効利用するため

に，ゼオライトーキトサン複合体，ゼオライトーピリジニウム樹脂複合体等の合成と特性評価を行った。

珪藻土に関しては，不純物除去技術を確立し，また高級ろ過助材としての機能を検討した。

結果は，下記のように要約される。

1）ジェットミルによる粉砕・分級により，天然ゼオライト岩は中粉部分に濃縮し，製品として画収

された。また，気流分級により，CECが200meq／100gの高純度天然ゼオライト粉が得られた。

2）ゼオライトーキトサン複合体は，Pb2＋イオンの吸着性能が高い。

3）二ツ井町産天然ゼオライトーピリジニウム樹脂複合体は，ピリジニウム樹脂単体よりも効果的に

大腸菌を吸着する。

4）珪藻土に関しては，修酸による脱鉄技術，電気透析による回収した処理酸の再生技術の確立を基

に，高効率脱鉄プラントを開発した。また，熱処理工程における不純物挙動の解析，ろ過特性の評

価を基に，高級ろ過助材としての機能を検討した。

1．はじめに

秋田県は，農・林業，及び非鉄金属鉱業県として

知られているが，非金属鉱物（主としてシリカ資源）

の産出県としても全国有数である。特に天然ゼオラ

イト，及び珪藻土は共に全国の生産量の約30裔を占

めている。それらの埋蔵量は膨大であり，採掘稼働

状況も堅調に推移している。しかし，その用途は一

次的な利用，つまり天然ゼオライトは土壌改良材，

畜産飼料，農薬キャリヤー等に，珪藻土は耐火物原

料や食品用ろ過助剤等に限られているため，大幅な

生産の伸びを示していない。その理由として，（1）

天然物であるため不純物の混入や純度のばらつきが

あり，工業分野に利用されにくい，（2）採掘・製品

化を行う中小企業の技術力（粉体加工技術，評価技

術等）が弱いために，一次加工に留まっている，

（3）流通・販売の営業力が弱いために，中小企業自

らが新ニーズを発見し，その商品化企画を行うこと

ができない，等を挙げることができる。したがって

秋田県においても，これら非金属鉱物製品の一層の

拡大を図るために，（1）不純物除去技術・純度制御

技術の開発，（2）中小企業の加工技術力の向上，

（3）現在よりも高度な利用分野（新用途）の開発が強

く求められている。

本事業は，このような状況を打開するために，通

商産業省中小企業庁の「地域技術おこし事業」補助

金の交付を受けて，秋田県が平成2年から2年間に

わたり産学宮が一体となり，天然ゼオライト岩と捜

藻土の高度利用を目的として，それらの不純物除去

技術を開発するものである。

本事業の研究開発は，中核技術研究開発と応用化

技術研究開発の二つから構成されており，前者は創

造的新製品開発の中核となる技術について，公設試

験研究機関（例えば，秋田県工業技術センター）が中

心となり，大学などと協力しつつ研究を行うもので

ある。後者は，県が中小企業など（例えば研究開発

協同組合）に対して，エンジニア1ノングサンプル（研

究開発を進める段階で機能・性能の評価用として製

作されるもの）の製作・評価，周辺加工技術の研究

開発を委託して行うものである。

本稿では，主に天然ゼオライト岩の乾式傲粉砕及
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び精密気流分級による不純物除去技術の開発と，得

られた高純度天然ゼオライト粉の有効利用について

の事業成果を解説し，珪藻土の藤酸による脱鉄技術

の開発と処理酸の回収等についても若干の解説を加

えさせていただく。

2．秋田県産天然ゼオライト岩及び原鉱の評価

秋田県内に賦存する天然ゼオライト岩は全国有数

の埋蔵量を誇り，品質も比較的良好である。現在は

二ツ井町，藤里町，大森町で採掘されているはか，

角館町，皆瀬村等でも鉱床が確認されている。これ

ら鉱床の成因としては，珪長質火山ガラスの堆積物

が埋没し，地層水による続成作用を受けゼオライト

化したものと考えられている。成因から想像される

ように，ゼオライト化していない石英，長石等の火

山ガラスやスメクタイト等の粘土鉱物が天然ゼオラ

イト岩に不純物として混在している。これら不純物

は組成的に類似していることから，化学的な手法で

除去するのは非常に困難である。そこで，本研究で

は，図1に示すフローに従って，乾式法による天然

ゼオライト岩の不純物除去技術の開発を行った。

秋田県内の天然ゼオライト岩の分布，種類，及び

特性を明らかにし，有効活用のための基礎データを

得るために，県内の5ケ所から原鉱を採取し，化学

組成，鉱物組成，陽イオン交換容量（CEC），微細

構造，及び耐熱性等の評価を行った。化学分析値及

びCEC測定値を表1に示す。秋田県内には大別し

て2種類の天然ゼオライトが斌存する。県北地域の

二ツ井町を中心に厳存する板状結晶のクリノプチロ

ライトと皆瀬村等の県南地域に点在する針状結晶の

モルデナイトである。県内の天然ゼオライト原鉱中

のSiO2とA1203の割合は，若干のばらつきはある

ものの，SiO2が68～72多，A1203が11～13虜であ

技

術

シ

l

ズ

†

中

核

技

術

研

究

開

発

応
用
化
技
術
研
究
開
発

（2）

県麓天然ゼオライト暑の不純物晩去技術の昭発

塵
l
て

冴 i石

伝分数
粉砕

複合化、射形化

然ゼオライト岩

庶鉱

租砕

ム不納

度盛亀
タンポール アラスナック 多孔球 多孔夜

十●yト」T」

T」・

∋≒・：

水分析

水露気、アンモニア、エチレン ー製託廃水、農茶席水

地域ニーズ ： 外産非金丸拡勃の＃虔利用

図1研究開発のフロー

表1秋田県産天然ゼオライト岩の化学分析値及びCEC測定値
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a）：藤里町ニノ又地区産（淡青色）

b）：二ツ井町切石地区産（淡青色）

C）：二ツ井町小掛地区産（淡青色）

d）：角館町中菅沢地区産（青緑色）

e）：皆瀬村坂戸奥宮沢地区産（白色）
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り，鉱物組成による大きな違いはみられなかった。

角館町のモルデナイトを除いては，いずれの原鉱も

CECが160～175meq／100gと純度が高いのが特

徴である。

SEM観察とⅩ繰回折の結果から，クリノプチロ

ライト結晶は10～30ノ上m程度の大きさで，不純物

として石英，長石，α－クリストバライト，あるい

はスメクタイト，ドロマイト等の粘土鉱物が含まれ

ていることが判った。また，皆瀬村坂戸地区の天然

ゼオライト岩は，不純物の少ない良質のモルデナイ

ト鉱床であることが判明した。

次に，耐熱温度を測定するため，ゼオライト原鉱

を600℃以上の各温度で焼成した後に，X線回折に

より結晶構造を調べた結果を図2に示す。800℃以

上ではゼオライトの結晶ピーク強度比が著しく低下

し，結晶構造の崩壊が見られた。従って，600～700

℃が県産天然ゼオライトの耐熱限界温度である。

本事業では，主として県北地域に賦存するクリノ

プチロライトに的を絞り，研究を進めた。
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図2 各温度で焼成した天然ゼオライトの

Ⅹ繰回折図
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3．天然ゼオライト岩の粉砕・分級による不純物

験去

天然ゼオライトの高品質化を図るために，乾式の

微粉砕，精密気流分級による不純物の偏析挙動を解

析し，最適な不純物除去技術を確立することを目的

として研究を行った。天然ゼオライト岩中には，前

述のように不純物が含まれている。それらを粉砕し

たときの粒子サイズや硬さの違いに着目して，気流

粉砕機を用いた乾式微粉砕と精密気流分級機を用い

た分級により，天然ゼオライト結晶の濃縮を試みフ㌔

図3に，使用した粉砕機であるジェットミルの構

造を示す。本装置は，ミル内部に天然ゼオライト粉

を供給した後に，3方のノズルから音速の2倍以上

の速度を持つ高速ジェット気流を原料に噴射し，そ

の気流に巻き込まれた原料同士が，互いに衝突や摩

擦により微粉，中粉，粗粉の3種類に分類される装

置である。

図4に，ジェットミルのセパレータ回転数を3600，

10800，18000rpm，ノズル元圧を6kgf／cm2に設

定して天然ゼオライトの粉砕・分級を行い，得られ

た粉の平均粒径とCECの関係を示す。各回転数に

おいて，平均粒径d6。が2～10J上mの中粉（濃縮製

品）のCECが170meq／100g以上になっており，

d60＝1J‘m以下の微粉（バグフィルター粉），ならび

にd5。＝30／Jm以上の粗粉（ミル内残瘡）よりも高い

値を示した。このことから，天然ゼオライト結晶は

中粉部分に分離濃縮され，粒径の小さな微粉部分あ

るいは粒径の大きな粗粉部分には，天然ゼオライト
50 結晶以外の粘土鉱物や火山ガラス成分等の不純物が

多く含まれているものと推察される。微粉，中粉，

粗粒部分に回収された粉末のⅩ繰回折を行った結果，

中紛部分はクリノプチロライトに帰属される強い回
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折ピークが現れ，微粉（バグフィルター粉）部分では

クリストバライトのピークが，また，粗粉（ミル内

残瘡）部分では石英のピークが確認された。したが

って，ジェットミルによる粉砕・分級により，天然

ゼオライト岩中のゼオライト結晶と，不純物である

クリストバライトや石英を分離できることが明らか

になった。中粉部分のCECは，ゼオライト原石の

155meq／100gに対し，185meq／100gまで向上

しており，クリノプチロライトのCECの理論値213

meq／100gを純度100虜とすると，約70多から85

多に上昇している。純度約85盛（CEC＝185meq／

100g）のゼオライト結晶粉末を80虜以上の収率で

回収できるこの気流粉砕は，エネルギー効率は小さ

いが，工業的に十分有効な方法であるといえる。

図5に，ジェットミルによる乾式粉砕粉を，さら

に精密気流分級機を用いて粒度どとに精密分級して

得た天然ゼオライト粉の平均粒径とCECの関係を

示す。CECが172meq／100gと比較的純度の高い

原鉱を使用した場合は，平均粒径10～40J‘mの部

分でCECが約190meq／100gに向上した。また

155meq／100gの原鉱では，平均粒径10～40J‘m

の部分で180meq／100gと高くなっており，さらに

平均粒径34βmで200meq／100g（純度約95多）を

示すに至った。以上のことから，精密気流分級によ

り天然ゼオライト粉は，10～40／‘mの部分に高濃度
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図5 気流分級機による分級粉の平均粒径と

CECの関係

●；CEC155meq／100gの原鉱，

■；CEC172meq／100gの原鉱，

▲；CEC129meq／100gの原鉱

（いずれもクリノプチロライト）

に濃縮することが判明し，また，分級点の謂節によ

り比較的品位の高い原鉱から純度約95虜の高純度

天然ゼオライト粉を回収できることが明らかになっ

た。しかし，CECが129meq／100gの低品位原鉱

では，分級により平均粒径5～30ノ‘mの部分でCEC

が135～145meq／100gに向上したものの，十分に

不純物が除去されたとはいえず，今後効果的な除去

技術の開発が課題である．

4．高純度化された天然ゼオライト粉の有効利用

4．1斌形化技術の開発

不純物を除去し，純度制御した天然ゼオライト微

粉体を工業材料として使用するには，ハンドリング

を容易にすることが重要である。本研究では，天然

ゼオライト粉のガス吸着材，水処理材等の新用途開

発を図るために，プレス成形による天然ゼオライト

鱗形体を作製し，添加するバインダーの種類や焼成

条件の検討と作製した賦形体の物性を測定した。

天然ゼオライト粉に，バインダーとして各種の物

質を添加，混練し，1ton／cm2の圧力で金型プレス

成形を行い，高さ約15mm，直径約10．8mmのプレ

ス成形体を作製した。その後，550℃で2時間焼成

して得た成形体のバインダー添加量と圧縮強度の関

係を図6に示す。ポリビニルピロリドンを除いて，

いずれも添加量の増加にともない圧縮強度が増加す

る傾向がみられたが，中でもアルミナゾルは強度の

上昇が著しく，30魂の添加で約2．5倍になった。本

実験では，強度向上用のバインダーとしてアルミナ
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図6 バインダー添加量と圧縮強度の関係

○；アルミナゾル，●；ペントナイト，

□；酢酸カルシウム，■；炭酸カルシウム，

△；ポリビニルピロリドン
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ゾルが最適であったが，焼成体を工業的に利用する

場合はコストを十分に考慮する必要があり，安価な

ベントナイトでも30多の添加で強度が無添加の1．5

倍まで向上したことを考えるとバインダーはペント

ナイトで十分であるといえる。

図7に，天然ゼオライトプレス成形体を，各温度

で2時間焼成して得た焼成体の，比表面積とCEC

の関係を示す。常温で約40m2／gの比表面積は，

750℃までは徐々に低下し，その後950℃で急激に

減少した。天然ゼオライト粉末のⅩ繰回折結果では，

約800℃以上で結晶が崩壊することから，750℃ま

での緩やかな低下は焼成によるプレス成形体のマク

ロポア及びメゾポアの減少に起由しており，950℃

での急激な減少はゼオライト結晶の崩壊によるミク

ロポアの消滅が影響していると考えられる。CEC

も比表面積と同様の挙動を示したが，この原因も同

様と考えられる。600℃前後で焼成して得たプレス

焼成体は，ゼオライトの特性を失うことなく，かつ

十分な強度を有していることから，水処理材やガス

吸着材として十分に使用可能である。プレス成形に

よる賦形化は，ゼオライト粉を工業的に有効に利用

する上で効果的な技術といえる。
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図7 プレス成形焼成体の焼成温度と

比表面積，CECの関係

4．2 保温フィルムの開発

天然ゼオライト等の無機鉱物は，遠赤外線を放射

することが知られている1～4）。そこで，どこ－ルハ

ウス用保温フィルムとして使用されているEVA（ポ

リエチレンーポリ酢酸ビニル）フィルムに，天然ゼ

オライト粉末を混合して，より保温効果の高いフィ

ルムを得ることを目的として，天然ゼオライトー

EVA複合フィルムを作製し，その遠赤外線放射特

性をフーリエ変換赤外分光光度計（FT－IR）を用い

て検討した。

図8に，2種類の天然ゼオライト粉末の分光放射

率を測定した結果を示す。試料は，純度を向上させ

た高純度粉（平均粒径＝8ノJm，CEC＝180meq／

100g）と，実稼動工場における微粉末のバグフィル

ター粉（平均粒径＝6βm，CEC＝143meq／100g）

を用いた。いずれの天然ゼオライトも，1100cm‾1

付近で放射率の低下がみられるものの測定波数域の

400～2200cm‾1では全体的に放射率は高く，良好

な結果を示した。特にバグフィルター粉は，分光放

射率が非常に高く，遠赤外線放射性材料として有望

であるといえる。遠赤外線放射は，被放射体が受け

取る熱エネルギーと考えることができるため，遠赤

外線放射率が高いものは保温効果も高いと推定され

る。したがって，これらのゼオライト粉末をEVA

フィルムに添加することにより，フィルムの保温効

果を向上させることが可能と思われる。

図9に，天然ゼオライトーEVA複合フィルムの

分光放射率測定結果を示す。遠赤外線放射効率が優

れているバグフィルター粉を添加したEVAフィル
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ムは，未添加のフィルムと比較して，2多の添加で

10軋4多の添加で20乳遠赤外線放射率が向上し，

特に9βm（1100cm→1）付近では50藤もの著しい向

上がみられた。

図10に，天然ゼオライトーEVA複合フィルムを

複数枚重ねて積分放射率を測定した結果を示すが，

高放射率を示すバグフィルター粉を4藤含有する複

合フィルム1枚の積分放射率は，ゼオライト粉を添

加していないフィルム2枚分の放射率と同等であっ

た。このことから，天然ゼオライト（4多含有）－

EVA複合フィルムは，1枚で従来のEVAフィルム

2枚分の保温効果を持っことが明らかになった。今

後，この後合フィルムを用いて，実際のビニールハ

ウスにおける実証試験を行い，保温フィルムとして

の有効性を検討する予定である。
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図10 天然ゼオライトーEVA複合フィルムの

重ね枚数と積分放射率の関係

○：EVA複合フィルム

△：天然ゼオライト（2多）－EVA複合フィルム

［コ：天然ゼオライト（4酵）－EVA複合フィルム

4．3 水処理材の開発

天然ゼオライトは，陽イオン交換能を有している。

また，キトサンは，酸性水溶液中では正に帯電する

高分子電解質であり，金属イオンとキレート錯体を

形成することが可能である。特に，2価の遷移金属

イオン，アルカリ金属イオン，アルカリ土類金属イ

オン等と効率よく配位結合する。この両者の特性を

活かすため，天然ゼオライトとキトサンの複合化技

術6）をもとに，天然ゼオライト粉をキトサンで凝集

し，粒子を粗大化した複合体を合成した。さらに，

グルクールアルデヒドで架橋し，耐酸性の向上を図

った新規水処理材として評価した。この架橋によっ

て，PH2の酸性夜中でも膨潤することなく使用で
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図11天然ゼオライトーキトサン複合体による

モデル排水の吸着率とp‡1の関係

（処理原水中の金属イオン濃度50ppm）

○：Pb2＋ △：Cd2＋ □：Cu2十

●：Fe3＋ ▲：A13＋

きるということが明らかとなった。

図11は，天然ゼオライトーキトサン複合体によ

る金属イオン50ppmを含有する各種モデル排水の

吸着率とpI寸の関係を示した。天然ゼオライトーキ

トサン複合体は，鉛，カドミウム，銅などの2価の

金属イオンに対し，優れた吸着性能を示し，特に，

鉛イオンに対し抜群の吸着性能を示した。

しかし，鉄，アルミニウム等の3価の金属イオン

に対する吸着能ははとんどなかった。PHが高くな

るに従い，吸着率も高くなるが，これは金属イオン

が水酸化物となって沈澱したためと思われる。天然

ゼオライト自体に3価の金属イオンとのイオン交換

が難しく，またキトサンも3価の金属イオンの捕集

能力がはとんどないため吸着能が低いと思われる。

図12は，鉛イオンに対する天然ゼオライト及び

キトサン単独とそれらの複合体の吸着特性を示した。

天然ゼオライト及びキトサンをそれぞれ単体の水処

理材とした鉛イオンの吸着能が低いのに対し，天然

ゼオライトーキトサン複合体は，鉛イオンに対し特

に高い吸着効率を示すことが判明した。これは，天

然ゼオライトの持っイオン交換特性とキトサンの持

つ金属イオン捕集効果を合わせ持った複合体として

の効果が現れていると言える。

図13は，実際の半田めっき廃液への適用を目指

し，半田めっき模擬廃液を用いた吸着特性を示した。

半田めっき廃液中の鉛イオンは錯体を形成している

ため，通常の処理方法では処理が不可能であると言
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図12 各水処理材による鉛イオン吸着率と

処理原水中の鉛イオン濃度の関係
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性が活かされるのは，キトサンをグルクールアルデ

ヒドで架橋し，天然ゼオライトとの複合化を行った

ことによる効果が現れていると思われる。

以上，本方法により合成した複合体水処理材は，

2価の金属イオンに対して非常に高い吸着性能を示

した。また，この水処理材は水中での膨瀾が少なく，

機械的強度が大きく，安価である等のことから工場

排水の高度処理用吸着材として適していると考えら

れる。この複合体は，酸性領域においても吸着性能

が非常に高く，半田めっき模擬廃液の吸着性能評価

の結果，鍔体を形成している鉛イ．オンに対しても優

れた吸着性能を示した。このことは，現状で処理が

問題となっている金属錯体を含む排水についても高

度処理が可能であることを示唆している。

4．4 微生物吸着剤の開発

含浸重合法による機能性有機一無機複合体は，低

架橋度でもゲル化膨潤による体積変化（変化率12

虜）が少なく，機械的強度に優れていることが知ら

T O O 800 980

積算流量 （ml〉

図13 カラム処理による半田めっき模擬廃液の

流出鉛イオン濃度と積算流量の関係

（処理原水中の鉛イオン濃度10ppm）

●ニ造粒ゼオライト

■：天然ゼオライトーキトサン複合体

われている。しかし，天然ゼオライトーキトサン複

合体はこれに対しても非常に高い処理能力を示し，

天然ゼオライトーキトサン複合体1g当たり，10

ppmの半田めっき模擬廃液3000ml以上の処理能

力があることが判明した。この錯体を形成している

鉛イオンの吸着除去は，単に天然ゼオライトのイオ

ン交換能による吸着では限界があり，キトサンの金

属イオンを選択的に，かつ効率よく配位結合すると

いう効果が大きい。しかも，酸性溶液中でもその特

れている6）。この技術をもとに，

60～100メッシュに調整した二

ツ井産天然ゼオライト（zF）に，

微生物吸着作用を有するピリジ

ニウム型樹脂7）を担持し，新規

微生物吸着割としての機能を検

討した。微生物吸着特性は，大

腸菌の吸着試験を行い，他の無

機物複合体等の吸着試験結果と

比較し評価した。表2に比較対

照とした天然ゼオライト等の無

機粉体及びそれらのピリジニウ

ム型複合体を，図14に含浸重

合法によるピリジニウム型複合

体の合成法を示した。

図15に各種微生物吸着材を

添加した大腸菌夜中の大腸菌残

存個数の時間変化を示した。未

処理の天然ゼオライト及びシリカゲルは，ブランク

と同様，5時間後でも残存大腸菌数ははとんど変化

しないが，ピリジニウム型複合体を添加した液中の

大腸菌は急激に減少した。特に，ZF－QP4PVで

は，1時間で残存大腸菌数が102オーダーまで減少

し，5時間後には20個程度まで激減した。ピリジ

ニウム基は，水中で正に帯電しており，大腸菌の表

面は負に帯電しているため，除去された大腸菌は静

電相互作用でこれら複合体に捕捉されていると考え
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表2 比較対照とした無機粉体及び製造した複合体

比 較 対 照 試 料 略 号

秋田県二ツ井産天然ゼオライト
ZF

（クリノプチロライト）60～100mesh

宮城県白沢産天然ゼオライト
ZS

（モルデナイト）60⊥・100mesh

シリカゲル 60～100mesh SG

ピリジニウム型二ツ井産天然ゼオライト ZF－QP4VP

ピリジニウム型白沢産天然ゼオライト ZS－QP4VP

ピリジニウム型シリカゲル SG－QP4VP
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≠ ：接触時間（hr）

〃（0）：大腸菌初菌数

Ⅳ（≠）：≠時間後の残存菌数

図15において，接触初期の段階（接触開始後1時

間まで）で除菌係数が適用できると仮定して，各吸

着剤について，除菌係数を比較した結果を表3に示

した。

含浸重合法で無機多孔体にピリジニウム型樹脂を

担持させた重合吸着剤は，いずれも，ポリマ一挙体

一CH2－CH－CH2－CH一
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ピリジニウム型複合体の製法及び構造
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図15 吸着剤の残存大腸菌数と接触時間の関係

◆：Blank O：ZF △：SG

●二ZF－QP4VP ■：ZS－QP4VP

▲：SG－QP4VP

られているア）。

各種微生物吸着剤の吸着速度，吸着効率を表す係

数として除菌係数（β）ア）がある。これは，次式で表

され，吸着した菌数の対数と時間の問に直線関係が

成立する場合に適用できる。

除菌係数β＝（V／Ⅳ≠）10g（〃（0）／Ⅳ（≠））

の吸着剤と比較して除菌係数が大きく，き

わめそ吸着効率がよいことが判った。特に，

二ツ井産天然ゼオライトをマトリックスと

したZF－QP4VPは，吸着剤総量基準の

β値で，非常に早い吸着速度を示した。

このことは，次の要因に起因すると考え

られる。

一つは，複合吸着剤のピリジニウム型樹

脂の架橋度は1多であるのに対し，ポリマ

ー単体は，膨潤を抑制するために架橋度を

上げて使用している。このため，微生物の吸着に寄

与するピリジニウム塞が相対的に減少し，樹脂マト

リックスの膨潤怯も減少するためと思われる。

二つ目は，複合吸着剤は無機物担体の細孔内表面

にポリマーが被覆されているため，微生物との接触

面積がポリマー単体として格段に広いためと思われ

る。このことは，ZF－QP4VPが他の複合吸着剤

と比較してポリマー含有量が少ないにもかかわらず

吸着効率が高いことにも関係している。

ZF－QP4VPとSG－QP4VPの細孔分布を水銀

圧入法で測定した結果，ZF－QP4VPは，大腸菌

の入り込める数βmの細孔がSG－QP4VPに比べ

て相対的に多く分布していた。これらの細孔の中で

は，ポリマーが充分に膨潤し，効率的な微生物の吸

着場を形成しているものと考えられることから，微

生物吸着用の無機多孔体マトリックスとして，二ツ

井産天然ゼオライトは最適と言える。

また，これらの複合吸着剤を，バイオリアクター

の担体等として用いる場合，吸着量とともに微生物

が生菌として吸着されていることが必要条件である。

る。そこで，大腸菌を吸着した複合体に標準寒天

（BGLB）培液を添加し，培養したところ，大腸菌

の生理作用によるガスの発生が観察され，大腸菌の

繁殖が確認された。これにより，減少した大腸菌は
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表3 各種吸着剤の除菌係数の比較

吸着剤名

仕込量a）

（g）

初菌数

（cells＿）

1時間後の 吸着剤総量 ポリマー量

残存菌数 基準のβ値 基準のβ値

（cells） （ml／gh。） （ml／gh）

ZF－QP4VP 1．0 2．5×108 150 124 3111

ZS－QP4VP 1．0 5．0×107 15000 70 371

SG－QP4VP 1．0 5．0×10ア 30000 64

a）大腸菌液20mlに対する仕込量

死滅したのではなく，生菌として複合体に吸着され

ていることが立証された。

以上，本方法により合成した複合吸着剤は，ポリ

マー単体の吸着割に比べて非常に高い吸着効率を示

した。特に，二ツ井産天然ゼオライトをマトリック

スとした複合吸着剤はポリマー単体の約70倍の吸

着速度と極限に近い吸着量を示した。これらの複合

吸着剤は，低架橋度でもゲル化膨潤による体積変化

が少なく，機械的強度に優れているため，水中での

撹拝や振とうなどに対して破壊せずに，水中に分散

させて効率よく微生物を捕捉できる。また，粒度の

調節が容易で堅固であることからカラム処理にも適

している。今後，捕捉する微生物の種類や目的に応

じた有機ポリマーを選定することにより，バイオリ

アクターや排水処理への応用をはじめ，バイオ農業，

バイオ肥料等に展開できる新規微生物吸着割として

有望であると考えられる。

5．県産珪藻土の不純物除去技術の開発とその利

用

本事業では，天然ゼオライト岩の高度利用を目指

した研究開発のはかに，秋田県産珪藻土の不純物除

去技術の開発とその利用についても研究を行った。

その概要を簡単に紹介する。

珪藻土は，非晶質の無定型シリカを主成分とした

化石資源で，その組成及び形態を利用して，食品，

薬品用のろ過助剤や各種充填剤，触媒担体等に用い

られている。本県でも国内生産の約30虜の生産量を

占めている。しかし，天然堆積物であるために鉄，

有機系炭素，硫黄等の不純物が混在しており，使用

目的によっては不純物を除去する必要がある。特に

薬品，化学工業，清酒用等の高級ろ過助剤として高

度利用するためには鉄の存在が大きな阻害因子とな

っている。そこで本事業では，県内埋蔵の珪藻土の
高品質化を図るため，県産珪藻土の組成分析を行い，

その不純物の除去技術，特に鉄分の酸浸出による脱

鉄挙動を解析し，最適な鉄分除去技術を確立すると

ともに，処理酸の何収技術及びろ過助剤としての特

性を評価した。

県内珪藻土の化学組成を明らかにするため，男鹿

地区，東由利町，西仙北町周辺の県南地区，及び現

在生産している森吉町，鷹巣町の県北地区の3地区

を中心に珪藻土を採取し，組成分析を行った。一般

に県南地区の珪藻土は，鉄分，粘土分（A1203）等の

不純物が多く純度は低く，一方，県北地区の珪藻土

は，鉄分が少なく，シリカ分が高く純度の高い珪藻

土であることが明らかとなった。また，男鹿地区の

珪藻土は，特に鉄分が少なく，シリカ分も高いこと

から埋蔵量によっては有望な珪藻土となりうること

が予想される。

珪藻土の脱鉄処理には無機酸を用いる方法が知ら

れているが，陰イオン（塩素，硫黄）が残留する恐れ

がある等の欠点を有するため，その脱鉄処理に有効

性が示唆される篠酸8）を用いて脱鉄処理を試みた。

この方法で脱鉄した珪藻土は，醸造用ろ過助剤試験

法のアルコール溶出鉄分試験を基に評価し，清酒用

高級ろ過助割として検討した。

修酸を用いた脱鉄処理は，無機酸を用いる方法よ

り低濃度，低温度，短時間で反応が進行することが

判明した。また，脱鉄処理した珪藻土を清酒用ろ過

助剤として使用するためには，アルコール溶出鉄分

試験（規格25／上g／g以下）をクリヤーする必要があ

る。脱鉄処理後，焼成した珪藻土の溶出鉄分は規準

値を超えているが，珪藻土を先ず焼成した後，脱鉄

処理した珪藻土は規準値をクリヤーし，清酒用ろ過

助割としての使用が可能であることが判明した。予

め原料珪藻土を焼成することにより，有機物，硫黄

分，枇素等の不純物を除去するはか，珪藻土表面層

の鉄分を活性化し，脱鉄反応を促進させるのに対し，

内部の鉄分の脱鉄反応は容易に進行しないと推定さ

れる。

脱鉄処理に使用する藤酸は，無機酸に比較して高

価なため，使用した篠酸を回収し，電気透析法によ

り鉄分と薩酸を分離し，藤酸を再生した。この再生
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儀酸を用いて脱鉄した珪藻土もアルコール溶出鉄分

試験の規準値をクリヤーしており，再生篠酸の連続

的な繰り返し使用が可能であることが確認された。

一般的な珪藻土の不純物除去は，湿式，乾式等の

方法が開発されているが，いずれも処理時間，処理

費等に問題がある。そこで，修酸による鉄分除去技

術及び酸回収技術を基に，珪藻土の処理能力として

2．5kg／4hrの小規模な連続酸回収式の脱鉄プラント

を設計試作し，高効率，低コストに対応した珪藻土

の脱鉄技術の確立を試みた。図16に脱鉄プラント

のフローシートを示した。脱鉄プラントの脱鉄能力

を，脱鉄篠酸中に浸出する鉄分濃度で評価した結果，

ビーカー試験値と同様な挙動を示し，脱鉄能力は良

好であった。また，脱鉄薩酸の回収及び電気透析法

による再生藤酸の連続繰り返し試験の結果，連続脱

鉄処理が可能であるそとが確認された。アルコール

溶出鉄分試験による脱鉄珪藻土の品質は，清酒用ろ

過助剤として良好であった。

珪藻土の一層の需要拡大を図った高付加価値な用

途向けの高級ろ過助剤を開発するため，脱鉄王圭藻土

のろ過助割としての能力を，純度試験（食品添加物

試験），ろ過特性について定量的に評価した。純度

試験の結果，十分に食品関係に応用できることが明

らかとなった。また，平均ろ過比抵抗値と粒子捕捉

効率から脱鉄珪藻土のろ過特性を把握できることが

判明した。今後，被ろ過物に対応し，ろ過特性に優
n
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れかつ溶出鉄分が少ない珪藻土を作成し，高級ろ過

助剤への対応を図ることが必要と思われる。

6．まとめ

秋田県産非金属鉱物の有効利用を目的として，産

学宮の共同により，天然ゼオライト岩及び珪藻土の

不純物除去技術の開発及び利用技術の検討を行った。

天然ゼオライトについては，乾式微粉砕及び精密気

流分級による不純物の除去技術の確立を，珪藻土に

ついては，薩酸による脱鉄と処理酸の回収技術の確

立を目的として研究を行った。天然ゼオライト岩に

ついて，本事業で得られた研究成果を下記に示す。

① 乾式微粉砕機を用い，粉砕エネルギーとセパ

レータ回転数を調整することにより，純度85藤

の天然ゼオライト粉を80裔の高収率で得る技術

を確立した。

② 精密気流分級機を用いた精密分級により，平

均粒径10～40／‘mの部分に天然ゼオライト結晶

が高濃度に濃縮することが判明した。また，純

度約95裔（CEC＝200meq／100g）の高純度天

然ゼオライト粉を得た。

③ 斌形体作製用のバインダーは，本事業で用い

た物質の中では，アルミナゾルやペントナイト

が良好と認められた。また，賦形体作製の焼成

温度は600℃以下にすることでゼオライトの特

性と強度をあわせ持っ賦形体が作製できること
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がわかった。

④ 天然ゼオライトは常温付近でも高い遠赤外線

放射特性を有し，天然ゼオライトーEVA複合

フィルムは保温フィルムとしての応用が期待さ

れる。

⑤ 天然ゼオライトーキトサン複合体は，2価の

金属イオンに対する吸着力が非常に強く，また

錯体を形成している鉛イオンについても抜群の

吸着力を示すことが明らかとなった。

⑥ 二ツ井産天然ゼオライトーピリジニウム樹脂

複合体は，樹脂単体の吸着割に比ベ1000倍以

上の大腸菌吸着効率を示した。機械的強度，耐

膨瀾性にも優れることからバイオリアクタや排

水処理への応用，並びにバイオ肥料，バイオ農

薬への展開が期待される。

本事業では，十分に実用化可能な技術を開発した

と同時に，新規性の高い知見や新製品の候補を得る

ことができた。また，今後のこの種の研究や指導に

役立っ多くの有益な技術の蓄積がなされた。

今後は，本事業で確立した技術，並びに習得した

知見をさらに発展させて，新製品開発や新用途開発

を積極的に進め，秋田県産非金属鉱物資源の高付加

価値化による利用拡大を図る予定である。
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《解 説≫

循環流動層式PTSÅ炭酸ガス分離プロセス

高塚 透＊，梶山隆一郎＊，下山義和＊，柴垣鉄夫＊＊

＊千代田化工建設株式会社

＊＊北陸電力株式会社

地球温暖化ガスである炭酸ガスを火力発電所排煙より除去し，その排出量を削減する方策の一環とし

て，北陸電力（株）と千代田化工建設（株）は共同で，循環流動層を用いたPTSA（pressure and

ThermalSwingAdsorption）プロセスを開発した。

流動循環するゼオライト系吸着剤に，低温／常（加）圧下で炭酸ガスを吸着させ，高温／減圧下で脱著

させることを連続して行うプロセスであり，主要部が配管で構成され，かつ複雑な機械機構を持たない

ため，大容量化に極めて容易に対処できるという特長を有している。

本プロセスのパフォーマンスを確認するために，1991年より，北陸電力（株）の富山新港火力発電所

に建設された処理量的2Nmソhrのベンチプラントを用いて，実証試験が続けられている。

1．はじめに

我が国では，地球温暖化防止が叫び始められたこ

ろから各方面で炭酸ガス排出の制御に関する研究が

開始されたが，炭酸ガスのまとまった固定発生源を

持っており，エネルギー政策上燃料として石炭をこ

れからも積極的に使用していかざるを得ない電力業

界が最も精力的に，炭酸ガスの分離と固定化の両面

から研究開発を取り進めている。

炭酸ガス分離に関しては，化学吸収法や固定層式

の物理吸着法など，すでに他のプロセスなどで基本

的な技術が確立しているものを応用した例が多いが，

火力発電所の排煙のような大量のガスを処理する際

のスケールアップに関しては，それぞれクリアしな

ければならない問題点を抱えている。

北陸電力（株）と千代田化工建設（株）は共同で，ス

ケールアップの容易さという観点から新しい炭酸ガ

ス分離プロセスの研究開発を進め，大容量化に有利

な循環流動層を用いた，PTSA（pressure and

ThermalSwingAdsorption）プロセスを開発した。

ここでは，本プロセスの概要について紹介する。

2．代表的な排煙からの炭酸ガス分離技術

炭酸ガスの分離技術は，なにも排煙を処理する目

的で開発されたわけではなく，例えばスチームリフ

ォーマー生成ガス中の炭酸ガスを分離する目的など

で既に基本的な技術が確立しているものが多い。図

1にその代表的なプロセスを示した。これらのプロ

セスは，そのままでは規模が化学品を製造するサイ

ズであり，排煙を処理するにはさらにスケールアッ

プをしていかなければならない。また，排煙には脱

炭酸を阻害する成分が含まれているので，通常は図

2に示したように脱炭酸プロセスの前に脱硝あるい

は脱硫プロセスを設けている。

化学吸収法では，アミン系の溶剤を用いているも

のが多く，大規模な実証試験設備が数ケ所で稼働し

ている。また，炭酸カリウムを吸収液に用いている

例もある。いずれも，溶剤を系内で循環させ排煙か

ら炭酸ガスを吸収分離させている。しかしこの方法

の場合，吸収液から炭酸ガスを分離するのに必要な

エネルギーが大きいのがデメリットであるといわれ

ている。

一方，物理吸着法では固定層にゼオライトを充填

し，これに排煙を通すことによって炭酸ガスを吸着

分離する。基本的には，2塔の固定層を交互に吸着

塔と脱看塔に切り替えながら使用する。炭酸ガスを

分離する時に圧力変化させるものをPSA法，温度

も同時に変化させるものをPTSA法と呼んでおり，

それぞれ大規模な実証試験が行われている。この固

定層式の物理吸着法は切り替え方式のバッチオペレ

ーションであるのでスケールアップに際して切り換

えバルブの開発に限度があるといわれている。さら

に，層内での差圧がさらに大きくなるので減圧切り
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換え操作にも問題を含むと考えられる。

このように，今後の炭酸ガス分離技術の開発では，

スケールアップと前処理プロセスとのシステムイン

テグレーションが課題となってくる。もちろん，炭

酸ガスの分離はそれなりのエネルギーが必要であり，

これがために却ってエネルギー資源を犠牲にするこ
とになるので，最小限のロスでこれを達成する技術

を目指さねばならないことはいうまでもない。

オフガス

吸着搭

回収炭酸ガス

原料ガス

前処理工程

原料ガスブロアー

其空ポンプ

a〉物理吸着法1）

オフガス

吸収措

原料ガス

固収炭酸ガス

放散措

吸収剤ポンプ

b）化学吸収法2）

図1代表的な炭酸ガス分離プロセス

ボ
イ
ニ
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ー

脱硝

A／H

3．循環流動層式PTSA炭酸ガス分離プロセス

従来のプロセスにあったスケールアップの問題を

解決しうるものとして研究を進めているのが，循環

流動層方式の炭酸ガス分離プロセスである。循環流

動層そのものは，石油精製の分野では，FCC（流動

接触分解）プロセスとして重質油を分解してガソリ

ンを製造する技術が古くから知られており，その応

用を試みた。本プロセスは，現在北陸電力（株）の富

山新港発電所に2Nm3／hrの処理量を持つベンチプ

ラントを建設し実証運転を続けている。

3．1本プロセスの原理

このプロセスではバッチ方式のPSAとは異なり，

図3にその原理を示したように成型したゼオライト

粒子が系内を循環している。排煙は吸着ライザー管

下部に供給され，ここを上昇するうちに炭酸ガスは

併流する循環粒子に吸着される。炭酸ガスが除去さ

れたオフガスは循環粒子とサイクロンで分離され系

外へ排出される。炭酸ガスを剤著した循環粒子は脱

看スタンドパイプを経て減圧状態にある脱看ライザ

ー管下部へ輸送され，そこから上昇する問に炭酸ガ

スを脱著する。製品炭酸ガスは，脱看サイクロンで

分離され回収される。炭酸ガスを脱著し，再生され

た循環粒子は吸着スタンドパイプを経て再び吸着ラ

イザーに輸送される。

製品炭酸ガスは一部吸着スタンドパイプ下部へリ

サイクルされるが，これは蒸留における還流操作と

同じで循環粒子に炭酸ガスとともに共吸着している

窒素をパージし，製品炭酸ガス濃度を高める操作で

ある。

3．2 本プロセスの特徴

本プロセスの開発のポイントは，減圧条件下の脱

看部から常圧下の吸着部へ粒子を循環輸送するシス

テムの確立であった。この逆差圧のある系での輸送

E P 脱 硫

CO2分離・除去

テストプラント

図2 発電所の排ガスフロー

煙

突
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図3 循環流動層式PTSA炭酸ガス分離プロセス

は，両系に位置レベルの差を付けてやることで解決

している。したがって，両系を結ぶ配管には極めて

L／Dの大きな流動層が形成され，ここでの安定し

た流動状態の確保が重要になる。現在，写真1に示

したベンチプラントでの実証実験を行っているが，

逆差圧を流動層のdPで持たせる分プラントの高さ

については本プラント並みである。スケールアップ

は配管径の拡大だけであり，固定層で用いられるス

イッチバルブの様な複雑な機構も持たないので，大

容量の発電所排煙を扱うプロセスとしては技術的に

も対応しやすい方式と考えている。

また，本プロセスでは，主要部分が配管で構成さ

れるため従来法に比べて炭酸ガスの吸脱着に圧力と

ともに温度を操作因子として有効に利用することが

できるので，炭酸ガスの分離にかかわるエネルギー

資源のロスの極小化をさらに計っていけるものと考

えている。

3．3 吸着剤について

本プロセスでは，FCCプロセスで用いられてい

る触媒と同様に流動層を形成するのに好適な粒度分

布あるいは強度などの物理的性状を有する，X型あ

るいはY型のゼオライトを含有する粒子を吸着剤と

して用いる。現在ベンチプラントを用いて，市販

FCC触媒や試作品などの性能をテストしている。

（14）

写真1 CFB－PTSA CO2分離プロセス

ベンチプラントの全景

吸着／脱着の大きな圧力差に逆らって粒子を移送

するためのドライビングフオースを吸着スタンドパ

イプ内の粒子層の』Pで得ているので，粒子の嵩密

度が大きいはど装置をコンパクトに（装置高を低く）

できることになる。炭酸ガス吸着に対してX型ゼオ

ライトは吸着能力が高いものの，物理的強度が弱い

ので，その結晶構造を壊さないで嵩密度の大きい粒

子に成型することは難しい。この点FCC触媒とし

て歴史の古いY型ゼオライトは，吸着性能は劣るも

のの流動層粒子としては実用上優れた性状を示して

いる。

4．おわりに

本プロセスは連続プロセスなので構成が単純では

あるが，発電所排ガス中の炭酸ガスを分離回収する

という目的に十分適うだけの効率を有している。将

来，発電所排煙からの炭酸ガスの回収が不可避なも

のとして選択された時，発電効率の低下が最小に抑

えられることに資されることを期待している。

さらに，回収した炭酸ガスの貯留法としては，現
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在地下のメタンハイドレート層への貯留を検討の対

象として研究を進めている3）。この方法によれば，

炭酸ガスと交換されて取り出されるメタンを資源と

して利用できるようになり，エネルギー資源の開拓

にもなるため，温暖化問題とエネルギー資源の枯渇

問題の両面で調和のとれた形で地球環境問題に貢献

できることが期待される。
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ゼオ ラ イト （16）

第9回国際ゼオライト会議に参加して

出光興産（株） 山 岸 孝 司

去る7月5日から10日まで，カナダのモントリオ

ール市にあるクィーンエリザベスホテルにおいて首

記の会議が開催された。モントリオールは人口約300

万人の大都市であり，1976年のオリンピックの開

催地として有名である。フランスの植民地として発

展した都市ということもあり，基本的にフランス語

圏であるが英語も不自由なく使える国際都市である。

会議の参加者は総計36ケ国，569名であった。講

演は，プレナリ・レクチャー6件を含めて合計103件，

これに加えてポスター・セッション（FullPapers

およびRecent ProgressReports）で307件の報告

があった。発表は触媒，合成，吸着等，7セッショ

ンに分類され，それぞれの分野の最新情報を得るこ

とができた。中でも触媒は2週間後に第10回国際触

媒会議が控えていたにもかかわらず，103件と最も

発表件数が多かった。ゼオライトにおける触媒研究

はまさに衰えを知らずといったところである。

触媒の研究に用いられるゼオライトに注目すると，

ZSM－5やY型の他にL型やBeta等の大細孔径ゼ

オライトおよびアルミノフオスフェートの研究が増

加していることが印象的であった。新規な大細孔径

ゼオライトと言えば，Mobilの“MCM－41”は本会

議のトピックスとして特筆できる（プログラムには

載っていない）。これは液晶原料であるミセル化剤

をテンプレートに用いて合成した新規なモレキュラ

ーシーブで，40Å付近に均一な細孔分布を有し，
その細孔容量は約2．Oml／gにもなり，ブレークスル

ーとなりうる物質であると思われる。この久々のヒ

ットを出したMobilの発表ブースはたいへんな熱気

で，Mobilの3名の研究者が絶え間なく訪れる見学

者に丁寧に応対していた。私も企業の一研究者とし

てうらやましさを感じずにはいられなかった。

最近の環境問題に対する意識の高まりからか，

Sherman博士のプレナリ・レクチャー“Environ－

mentalApplications of Molecular Sieves”に

代表されるような脱硝等環境問題に直接係わる発表

も多かった。

キャラクタリゼーションに関する発表においては，

ESR，IR等の機器を用いたゼオライトのプレンス

テッド酸，ルイス酸の酸強度および酸量の検討，ゼ

オライトに担持した金属の状態，結晶格子におよぼ

す脱アルミニウムの影響等，興味深い知見が多かっ

た。また固体NMRは，もはや汎用的な手段として

使われているという印象を受けた。

ビジネス・ミーティング（9日）において，1996年

に開かれる第11回会議の開催地および新council

Memberの選挙が行われた。投票の結果，第11回

会議開催地はソウルに決定された。また，次期IZA

会長にDr．H．G．Kargeが選ばれた。 さらに新

CouncilMemberの一人に日本から小野嘉夫教授

オープニングセレモニーでのProf．P．A．Jacobs

（IZA会長）のあいさつ。右はDr．D．E．W．

Vaughan（Organizing Committee，Chairman）

とDr．E．M．Flanigen

バンケットでのひとこま
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（東工大工）が選出された。他にvon Ballmoos，R．，

Bein，T，Bennett，J・M・，Kazansky，V．，Kessler，

H．，Ratnasamy，P．の各氏が選ばれた。第4回目

のD．W．Breck賞は，イタリアのENIグループの研

究者らによるテクノシリケートの合成・触媒反応の

研究に対して授与された。

会議にはエクスカーション（8日）とバンケット（10

目）が組まれており親交を深めることができた。エ

クスカーションはオリンピック公園にある動植物園

見学，およびモントリオール市郊外にあるレストラ

ンでの会食であった。会食はカントリー風の生バン

ド付きで最初からたいへんな盛り上がりようであっ

た。興に乗ってきたところでフォークダンスとゲー

ムがあったが，IZA会長のP．A．Jabobs教授自身

がゲームに参加され普段は見られないようなひょう

きんなところを披露され，皆から盛大な拍手を受け

ていた。バンケットではボリュームたっぶりの食事

とアルコールでの会食を楽しんだ。今回の会議では

バンケットが最後のプログラムだったこともあり，

無事会議を終えた安堵感からか，皆非常に打ち解け

た雰囲気であった。

以上モントリオールで開催された第9回国際ゼオ

ライト会議の概略を紹介させて頂いたが，充分に表

現できなかったことをど容赦願いたい。

第9回国際ゼオライト会議Post Conference雑感

千代田化工建設（株） 中 田 真
一

前述の山岸氏報告の本会議に引き続いて，Post

ConferenceとしてField Trip（天然ゼオライトの

野外見学会）が7月12～14日に実施された。11日の

夜にNova Scotia（ノバ・スコシア）州のHalifaxに

あるAirport Hotelに集合，翌12日からバスの旅

が始まった。HalifaxはMontrealから飛行機で1

時間半，人口11万人の港町である。Field Tripに

は日本からの3名（東工大八嶋教授，龍谷大後藤

助教授，筆者）を含め全部で30名の参加があったが，

その出で立ちと振る舞いからして，はとんどが天然

ゼオライトを専門とする鉱物学者かあるいはその予

備軍であることに気がついた八嶋先生と筆者は最初

に少しあせった。一方後藤先生はさすがに専門家と

しての格好であった。しかし，柔軟な我々は数時間

後には，すでに（にわか）ミネラロジストあるいはジ
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オロジストに変身していた。それは今考えると，我

々の真面目さ（？）もさることながら主催者側の実に

きめ細かい，かつアットホームなアレンジに因ると

ころであった。今回のアレンジは，主にDr．H．Ⅵ

Donahoe（Nova Scotia Department of Natural

Resources）により，ShyannとTrecia（Dept．

of Geology，Acadia University：八嶋先生お気に
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Beer Brookで熱心に天然ゼオライトを

観察・採集する八嶋先生とDr．Gabelica

（背中）
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いりのかわいい女子学生）の献身的な協力がField

Tripを明るく楽しいものにさせた。

まず最初に資料として1今回のために作られたり

っぱなガイドブック（見学・採取できる天然ゼオラ

イトに関する鉱物学および地質学的説明），Nova

Scotiaの専門的なGeologicalMap，その他Nova

Scotia州の鉱物資源・鉱業に関するパンフレットな

どが配られ，おおいに学習意欲をそそった。

各ポイントで，バスを降りてGeologicalMap片

手に，Dr．Donahoeの地形などの説明を聴き，天然

ゼオライトの産する地点（3日間で10か所くらいの

ポイント）では地層の見学のみならず結晶のサンプ

ルを採取できた。参加した専門家の話によると，日

本やヨーロッパでは，鉱物学者やマニアにより，露

出しているところの天然ゼオライトの結晶はほとん

ど採り早くされてしまっているとのこと。 筆者も

Clinoptiloliteを主成分とするゼオライト層や大谷

右は見たことがあるが，今担のような大きいサイズ

の（単）●結晶にしかも自然に存する形でお目にかかっ

たことはなく，実に感激した。観察・採集できた天

然ゼオライトの種類としては，タバフッ右（Stilbite）

が圧倒的に多く，ついでリョウフッ右（Chabazite），

まれに，キフッ石（Heulandite），ダクフッ右（Lau－

montite），ソーダフッ右（Natrolite）などであった。

それらのゼオライト結晶が玄武岩の隙間から成長し

ている形を観ると，良い年月をかけて自然に水熱合

成された様子がよく理解できた（気がした）。そして

それは何か生き物のようにも感じ，研究のためとは

言え，ハンマーで採取する手を一瞬ためらわせたか

ら不思議である。ただひとつ残念だったのは，モル

デンフッ右（Mordenite）の名の由来である，Morden

という所でMordeniteを観察・採集できなかったこ

とである。もともと多く産しなかったが，最近はと

んど採集されていないとのことだった。

このような天然ゼオライトの観察・採集も有意義

（18）

PartridgeIslandでの後藤先生と筆者

3日間のField Tripを終えて，Halifax

AirportでDr．Meierと筆者

であったが，Acadia UniversityのGeology

Departmentでのレクチャー（Prof．J．A．CoIwell

による）と各種鉱物のサンプルの見学も勉強になっ

た。のみならず．宿泊した田舎のホテルでの夕食会，

バスの中でのおしゃべりなど，世界各国からの参加メ

ンバーとの交流も心に強く残るものであった。また

なによりも，ある先生をして「地のはて」と言わし

めた，カナダのノバ・スコシアという地で大自然に

触れることができ心洗われた気がした。
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第10回国際触媒会議報告

触媒化成工業（株） 亀 岡 隆

触媒作用に関する国際会議がブダペスト（ハンガリ

ー）で，7月19日から24日まで開催された。本国際

会議は4年に1度開かれる世界最大規模の会議で，

参加登録者は，44カ国から900人以上に及んだ。

さらに参加登録者の内訳を主要国別にみると，米国

144名，日本100名，フランス88名，イタリア78

名，ドイツ77名と，わが国は米国に次ぐもので触媒

分野の底辺の広さがうかがえる。

ハンガリーは，日本の国土の約4分の1の広さで，

ヨーロッパの中央部にあたり，カルパチアアルプス

とディナール山脈に囲まれたカルパチナ盆地に位置

する。首都ブタ、ペストは，人口200万人でハンガリ

ーの政治，経済，商業，文化の中心である。また，
街の中央を流れるドナウ河を境にブダ地区とペスト

地区に分かれている。会場となったホテルは，ブダ

地区にあり，コンサートホールを有する広くて立派

な会場であった。

今回の会議は，6件の特別講演に加え，①触媒反

応機構・理論，②清浄表面上での触媒反応，③触媒

調製に関わる新手法・新原理，④触媒キャラクタリ

ゼーション，新技術の応用，⑤触媒一担体相互作用

・助触媒の効果，⑥新規触媒材料，⑦アルカンの活

性化，⑧新規高選択性触媒・有機合成用触媒，⑨工

業触媒・活性低下・触媒再生，⑲ゼオライト触媒の

化学，⑪ゼオライトおよび関連化合物による触媒反

応，⑫水素化精製触媒，⑬選択酸化触媒，⑭炭化水

素の触媒反応，⑮燃料の改質触媒，⑯酸塩基触媒，

⑰環境触媒，⑬合成ガス反応用触媒，⑲光触媒・電

極触媒の19のセクションから構成された各セクショ

ン5～6件の一般講演と10～20件のポスター講演か

らなり，総講演件数は一般講演が105件，ポスター

講演が364件にのぼった。プログラムスケジュール

155

は，連日朝9時から21時までと多忙であり，ポスタ

ー講演は1テーマ2日間に疲り行われた。いずれの

会場も盛況であり講演者およびパネリストを中心に

活発な討論が交わされた。また，触媒全分野の権威

者および研究者が一堂に会するだけに新情報の交換

などが多方面で多彩に行われていた。また，一方で

はコンサートやBANQUETなど文化的な交歓会が

催され，開催国の行き届いた配慮がみられた。旧共

産圏崩壊後問もない東欧ハンガリーでの国際会議で

あったが，全体的な印象としては会議は手際よく運

営されたと感じられた。

最後に，文化と鉱泉の街ブダペストは，連日35度

を越える猛暑ではあったが，歴史を感じさせる重厚

な趣を持つ印象を得た。また，街中で見かける食料

品および土産物の値段ならびにレストランの飲食費

（観光客相手のものを除く）などは驚くはど安く十分

に食事が楽しめた。

次回の会議は，1996年に米国ボルティモアで開

催される予定とのことである。
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夏の講習会“顕微鏡によるゼオライト

微細構造の観察”に参加して

7月22・23日の2日間，ゼオライト研究会主催に

よる表題の講習会が（株）日立製作所 計測器事業部

（旧那珂工場）において行われた。参加者は企業から

17名，大学・高専などから13名（学生6名）であっ

た。大学からの参加者は，関東地方中心であったの

に対して，企業からは東北・四国などを含め，全国

から幅広い参加が得られた。

初日は松田（早稲田大学）・勝田（日立ビームテク

ノロジー）両氏の挨拶の後，イントロダクションと

して大砂 哲（いわき明星大学理工学部）・寺崎 治

（東北大学理学部）両先生から電子頼微鏡を用いたゼ

オライト微細構造観察の基礎について講義をしてい

ただいた。ここでは，電子線に打たれ弱いゼオライ

ト結晶を電子線損傷から避けるための具体的手段な

ども紹介された。

その後，日立製作所後藤氏からFE－SEMにつ

東京大学理学部 荻 原 成 騎

いて，また，日製産業藤田氏からAFMについての

解説が行われた。

2日日は3班に別れてSEM・TEM及びAFMを

交代で実習した。試料は大砂先生に準備していただ

いたEMTおよびFAUなどを用いた。参加者の中に

は，日常SEMやTEMの操作に携わっている人もか

なりいたようで，実習中には貝体的な質問が活発に

出された。

講師の先生及び日立製作所の方々にど苦労いただ

いた結果，非常に充実した講習会であった。

なお，今回の実習では日立製作所のこ協力により，

SEMはS－5000，TEMはH－9000（300kV）及び

Gatan社スロースキャンCCDカメラを，AFM

（Atomic Force Microscope）はTMX－2000と，

全て最新鋭の装置を使用させていただいた。
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D．M．Ginter，A．T．Bellandc．J．Radke‥‥．P．742

コロイダルシリカからNaYを合成する際のゲル熟成の効

果
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質問募集

本紙ではVol．7，No．1よりQ＆Aのコーナーを設けました。

ゼオライトに関する質問がございましたら下記宛にお送りください。

〒263 千葉市稲毛区弥生町1－33

千葉大学工学部応用化学科

上 松 敬 頑
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《秋の学会から≫

第2回触媒シンポジウム“新しい石油化学原料”

（雷芳荒1角慧欝）
6．招待講演 軽質炭化水素の芳香族化技術 z－

フオーミングプロセス（千代田化工）近藤忠美，

（三菱石油）平林一男

7．1Ag－ZSM－5触媒による低級アルカンおよ

びメタノールの芳香族炭化水素への転化（東工大

工）○小野嘉夫，大迫一機，中代克己，井上能博

7．2 各種担持法で調製したZn／ゼオライト触媒に

よるブタン転化反応（東工大理）○八嶋建明，加

藤幸一，小松隆之，（西東京科大）難波征太郎

7．3 メタノールを経由する炭素酸化物からのガソ

リン合成（京大工）○乾 智行，竹口竜弥，西山

英宏

8．招待講演 L型ゼオライトによるパラフィンの

芳香族化反応（出光中研）杉本道雄

9．1 Pt／L触媒によるへキサンからのベンゼン合

成におけるアルカリ金属塩の効果（東大工）○辰

巳 敬，戴 連欣

化学工学会第25回秋季大会

（墓芸芸芸㌘2日）
B312 アルコキシド法を利用したZSM－5ゼオラ

イトの合成（九大工）○長田秀夫・東田健治・河

田和久・若林勝彦

C202 Ca修飾Pt／HZSM－5触媒を用いたシク

ロヘキサンの脱水素反応（神戸大工）○黒松秀寿

・野口明彦・西山 覚・鶴谷 滋・正井満夫

C208T ［展望講演］新しい芳香族炭化水素製造

用触媒～白金担持L型ゼオライト～（出光興産中

央研）杉本道雄

C308 CuNaZSM－5の酸化活性に及ぼす，アル

カリ金属，アルカリ土類金属の添加効果（神戸大

工）○源田 稔・西山 覚・鶴谷 滋・正井満夫

C312 ZSM－5ゼオライト結晶外表面への吸着量

と結晶内拡散係数との関係（京大工）橋本健治・

○増田隆夫・平野 誠

C313 A型ゼオライト膜生成に与える合成条件の

影響（京大工）橋本健治・増田隆夫・佐藤敦司・

○原 博久・河野充宏

C316 R－HYC触媒を用いた残油水素化分解プロ

159

セス（出光興産）由田 充・伊井憲一・○鹿島一

浩

C317 NOX分解用鋼イオン交換ゼオライトの微

細構造とダイナミックス（東北大工）○岡 義二

・久保百司・宮本 明・（京大工）松葉勝彦・乾

智行

T309 分子動力学法とコンピュータグラフィック

スによるゼオライトのミクロ細孔構造の分子設計

（東北大工）○姫井浩明・久保百司・宮本 明・

（京大工）香川公司・乾 智行

T310 分子動力学計算によるシリカライト中のメ

タンの拡散係数の推算（日揮）○川野呂弘・（キー

ル大）B．Vassal・（英国王立研）C．R．A．Catlow

第70回触媒討論会（触媒討論会B）

（㌶諾～3日）
2ElOl ゼオライト多結晶膜の合成とキャラクタ

リゼーション（化技研）○清住嘉道・松田正治・

前田和之・佐野庸治・水上富士夫

平成4年度触媒研究発表会（触媒討論会A）

（㌶諾～5日）
2Elll 迅速結晶化法によるGa含有ゼオライト

βの合成とその形状反応特性（京大工）○岡部優

志・松岡昭彦・井上正志・乾 智行

3E205 ゼオライト細孔内Auカルポニルおよび

NO錯体の生成とNO＋CO触媒反応（北大触媒セ）

○裏 式給・大西隆一郎・市川 勝

3E207 金属イオン交換シリコアルミノホスフェ

ート（SAPO）による炭化水素を用いたNOxの選

択分解（4）水蒸気の影響（大分大工）○香川 勝

・石原達己，水原由加子・滝田祐作
3E208 Fe一ゼオライト触媒によるNOxの選択

的還元と共存水蒸気の影響（上智大理工）○渡辺

克哉・功力竜介・瀬川幸一

3E209 NO選択還元反応に対するFe－シリケー

トの触媒特性（早大理工）○余語克則・三上隆史

・菊地英一
3E210 Fe－シリケート触媒上でのNO選択還元

反応機構の検討（早大理工）余語克則・○小野

隆・小倉 賢・菊地英一
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3E211 メタロシリケートの酸化還元応答と炭化

水素共存下のNO分解特性との相関（京大工）○

岩本伸司・清水 聡・西山英宏・乾 智行

3E212 金属含有ゼオライト触媒の酸性質とNO

分解活性の相関（京大工）○清水 聡・岩本伸司

・乾 智行

3E213 ゼオライト触媒上でのNO選択還元反応

に対するGaの効果の検討（早大理工）余語克別

・○井原道人・寺崎郁恵・菊地英一

3E214 希土類イオン交換ゼオライトへのNO吸

着挙動と反応牲（東大工）○中津雪絵・安田弘之

・横山周史・御園生 誠

3E215 希土類交換ゼオライトによるNOxも還元

除去の反応機構－02の役割（東大工）○横山周

史・御園生 誠

3E218 高温処理による鋼イオン交換zSM－5触

媒の脱硝活性の変化（長崎大工）○古川博志・宮

崎勝市・寺岡靖剛・鹿川修一

3E219 ZSM－5へのCuイオン交換と選択的

NOx還元活性（豊田中研）飯島朋子・○田辺稔貴

・横田幸治・水野二郎

3E220 Cu／モルデナイト上でのNOxの吸着状

態とそれらの脱離挙動（北大工）○下川部雅英・

田所健一郎・竹澤暢恒

3E221 NOx還元反応用の金属イオン交換ゼオラ

イトの微細構造：分子動力学法とコンピューター

グラフィックスによる検討（東北大工・京大工）

○岡 義二・松葉勝彦・久保百司・乾 智行・宮

本 明

3E228 金属イオン交換ゼオライト上のNO吸着

状態とPSA特性の関連（北大触媒セ・三菱重工

長崎研）○張 文祥・八尋秀典・水野哲孝・泉

順・岩本正和

4E218 貴金属担持ゼオライト触媒による微量メ

タンの酸化（東京ガス基礎研）○高島文雄・内田

洋

3FlO8 炭化水素によるNOx選択還元一鋼ゼオラ

イト触媒における劣化因子（大阪ガス基盤研・阪

大理）○締篠三佳子・青桝祐介・田畑◆ 健・岡田

治・安松建朗・中山敏郎・阪根英人

3Fl15 広孔型ゼオライトの構造安定性に関する

計算機化学的評価（京大工）○松葉勝彦・服部敬

苗・岡部優志・後藤成志・中崎義晃・井上正志・

乾 智行

3Fl16 ゼオライト骨格におけるアルミニウムイ

（24）

オンの微細分布：分子動力学法とコンピュータグ

ラフィックスによる検討（東北大工・京大工）○

姫井浩晃・香川公司・久保百司・乾 智行・宮本

明

3Fl17 MD法による各種ゼオライト細孔内にお

ける炭化水素種の拡散係数の推算（京大工・シミ

ュレーションテクノロジー）○後藤成志・中崎義
晃・乾 智行

3Fl18 メタロシリケート触媒の金属種と特異的

触媒機能に関する計算機化学的検討（京大工）○

服部敬酋・松葉勝彦・後藤成志・中崎義晃・井上

正志・乾 智行

3Fl19 パラフィン芳香族化用メタロシリケート

触媒におけるPt修飾の特異的効果の解明と改善

（京大工）○松岡昭彦・岡部優志・乾 智行

3F120 Y型ゼオライトに閉じ込められたYb：Eu

の排気温度による原子価変動（京大工・東工大工）

○花田朋子・田中庸裕・吉田郷弘・馬場俊秀・小

野嘉夫

3F314 粘土触媒を用いたFriedel－Crafts反応

における基質選択性（名大工）○松岡宏典・卜部

和夫・泉 有亮

3F322 ゼオライト触媒を用いた大環状ラクトン

の合成（東大工）○浅野圭子・坂下 春・辰巳

敬

4F306 イオン交換A型ゼオライトの分子ふるい

効果における交換イオンの役割；分子動力学法と

コンピュータグラフィックスによる検討（東北大

工）○久保百司・宮本 明

4F308 メタロシリケートにおける格子膨張の異

方性：分子動力学法とコンピュータグラフィック

スによる検討（東北大工・京大工）○近江靖則・

松葉勝彦・久保百司・乾．智行・宮本 明

3F401 セピオライトの酸点（新潟大工）北山淑

江・金森三雄・野村 真・○片山雅行

3F405 In交換NのYゼオライトによる水の分

解（原研東海）○中島幹雄・佐川千明・荒殿保幸

・馬場祐治

3F410 HNaYゼオライトおよびRe20ァ／HNaY

へのアルキル錫の添加によるアルケンメタセシス

活性の発現（東工大工・東工大理工国交セ）○中

村隆一・安 虎根・山本 敬・新山浩雄

4F401 アルカリ添加型ゼオライト，アルミナ触

媒の活性点の構造（北大理）○八木冬樹・辻 秀

人・服部 英・喜多英明
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4F403 Cu2＋ぉよびZn宏＋交換セピオライトの塩

基点（新潟大工）○北山淑江・山中祐子

4F411 層構造粘土系触媒によるフェノールのエ

ーテル化反応（阪市工研・近大理工・日生化学・

京大工）○橋本圭司・梶原正博・山内孝介・計良

書也・植村 栄

4F413 H－ZSM5触媒での分子状水素の活性化

とプロトン酸点の発現（北大理）○辻 純平・海

老谷幸喜・石川真理・服部 英・喜多英明

4F414 H－モルデナイトの酸触媒活性に及ぼす

CHCIF2処理の効果（茨城大工）○黒崎章人・百

瀬義廣・岡崎 進

4F415 金属担持Y型ゼオライトの調製と酸性質

（出光興産中研）○山岸孝司・飯野 明

4F417 モルデナイト触媒を用いたナフタレンの

アルキル化反応一生成物分布におよぼすシリカ・

アルミナ比の影響（早大理工）松田 剛・○澤田

久美・前田雅也・菊地英一

4F418 CVD－ゼオライトを用いたメタノールに

よる2－メチルナフタレンの形状選択的アルキル

化（名大工・鳥取大工）○遠藤正人・丹羽 幹・

村上雄一

4F506 フェリシリケートを用いたCOの酸化お

よび紹一ブタンの酸化脱水素（東工大理・西東京

科大）○ウッディン・M・アズハ・小松隆之・難

波征太郎・八嶋建明

4F517 ゼオライト固定化Cu＋イオン触媒の励起

状態とNO分解に対する光触媒活性（阪府大工）

○塩谷 靖・安保正一

4F518 固定化酸化チタン／ゼオライトを光触媒

とする二酸化炭素の還元反応（阪府大工）○志賀

彰・千葉勝一・安保正一

4F522 ゼオライト細孔内白金クラスターの水性

ガスシフト反応に対する光触媒作用（北大触媒セ）

○王 日系・紫藤貴文・市川 勝

4F523 ゼオライト固定化Group6金属カルポニ

ルの光酸化（阪大基礎工）○小林靖浩・岡本康昭

・今中利信

日本化学会第64秋季年会

（㌶還～5臼）
（コロイド界面化学）

3A615 イオン交換zSM－5ゼオライト細孔内で

のNOの吸着と反応（東北大工）○加藤雅裕・上

条博史・山崎達也・小沢泉太郎

3A619 NaZSM－5型ゼオライトヘの水の吸着

（豊橋技科大）丹羽敏之・○大串達夫

〔環境・安全化学〕

3E303 ガスエンジン用NO∬浄化触媒（1）低級飽

和炭化水素による選択的還元脱硝（東ソー・東京

ガス）○河合良昭・小林 渉・関沢和彦・小林健

一郎・野村和夫

3E304 ガスエンジン用NO∬浄化触媒（2）Co－

ZSM－5触媒の寿命試験（東京ガス・東ソー）○

小林健一郎・野村和夫・河合良昭・小林 渉・関

沢和彦

3E325 鉄ゼオライトおよび銅イオン交換鉄ゼオ

ライトの触媒作用（九大総理工・九州産大）持拐

勲・○小島明雄・藤津 博

〔資源とエネルギー〕

2E407 石油留分の有効利用－Zフオーミングプ

ロセス（千代田化工建設・三菱石油）○近藤忠美

・平林一男

シンポジウム〔ミクロ空間〕

1F701 層問イオンとしてへテロポリ酸アニオン

を持つハイドロクルサイトの合成（東大工）○山

本勝俊・辰巳 敬

1F702 新規Ca－Al系層状復水酸化物一ジカル

ポン酸層問化合物の合成（八戸高専）○成田栄一

・山岸俊秀・山崎綾子
1F703 陰イオン界面活性剤架橋型層状復水酸化

物の合成とその吸着特性（八戸高専）成田栄一・

○山岸俊秀・大久保香里

1F704 層状化合物による有機アニオンの吸着

（山形大工・TDK）○佐藤重光・多賀谷英幸・桑

原恒男・烏 マサ・千葉耕司

1F705 層問に空間を有するホスト物質の構造解

析－カオリナイトを例として（2）固体高分解能

NMR（化技研）○林 繁信・上田貴洋・早水紀

久子・秋葉悦男

1F706 層問に空間を有するホスト物質の構造解

析－カオリナイトを例として（1）粉末中性子回

折（化技研・筑波大・無機材研・名工試）○秋葉

悦男・早川 博・浅野 肇・泉 富士夫・宮脇律

郎・渡村信治・柴崎靖雄

1F707 合成シリケート含有スメクタイトからの

メゾポア多孔体の製造（東北工試）小野寺嘉郎・

岩崎孝志・○鳥居一雄

1F708 依頼講演 二次元層問を利用した新しい
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化合物の合成（山梨大工）木野村暢一

1F709 層状ケイ酸塩から合成したシリカ多孔体

の吸着挙動（豊田中研）○稲垣伸二・福嶋書章・

岡田 茜・倉内紀雄

1F710 架橋粘土におけるステージング（名大工）

○卜部和夫・見目勇生・泉 有亮

1F711 層問架橋粘土の細孔制御（名工試）○鈴

木憲司・掘尾正和・増田浩之・森 聴明

1F712 依頼講演 イオン交換能を有する層状化

合物の光触媒機能（東工大資源研）堂免一成

1F713 依頼講演 粘土層面を配向場とした光化

学反応（名大工）高木克彦

1F714 二分子膜キャストフィルムを利用した無

機クラスターの合成（九大工）○君塚信夫・三好

孝則・前田 憲・中村健太郎・一ノ瀬 泉・国武

豊喜

1F715 インプリンティング手法を用いる固相ジ

ペプチドの分子識別（東工大生命理工・千葉大工）

○安永浩一・岡佃恵雄・小倉克之

1F716 ゼオライト細孔内を反応場とする吸着分

子の光化学反応特性（阪府大工）○岡本誠史・西

口宏泰・湯川啓次・安保正一

1F717 膨瀾性フッ素雲母一有機高分子層問化合

物中のRu（bpy）21の蛍光挙動（早大理工）○小

川 誠・稲垣美砂子・黒田一事・加藤忠蔵

1F718 粘土層問反応によるクマリンの電荷状態

と蛍光特性（東北大工）○今村秀明・滝沢博胤・

遠藤 忠・島田昌彦

1F719 アルキル修飾した粘土層問へのスピロビ

ランのインターカレーションと光化学特性（千葉

大工）○岡野誠司・島津省吾・上松敬嬉

2F701 層状ビスマスモリブデン酸水和物のイオ

ン交換（東工大工材研）○山口布土人・村上 泰

・石山 修・今井久雄

2F702 チタンニオブ酸への有機化合物のインタ

ーカレーション（山形大工）○多賀谷英幸・河合
享浩・烏 マサ・千葉耕司

2F703
一次元・二次元混合ミクロ空間を持っチ

タン酸塩の合成（無機材研）○佐々木高義・渡辺

遵・藤木良規・北見喜三

2F704 一次元ミクロ空間を利用したK20－Ga203

－TiO2系イオン伝導性物質－CS操作による結晶

構造の考察と設計（無機材研・同志社大工）○渡

辺 遵・藤木良規・吉門進三・大鉢 忠

2F705 M－Ta－S系の合成と物性（東工大工・

岡山理大理）○成田季絶・日野出洋文・大谷槻男

・脇原酒孝

2F706 層状シロキセンから誘導されるシリカミ

クロ多孔体の合成と吸着特性（広島大工・米子高

専）○山中昭司・伊藤広茂・服部 信

2F707 招待講演 マイクロポーラスクリスタル化

学の進歩（化技研）新 重光

2F708 招待講演 コンピューターグラフィック

スによるミクロ空間の視覚化と設計（京大工）宮

本 明

2F709 依頼講演 層状ホスホン酸ジルコニウム

の合成とその触媒機能（上智大理工）瀬川幸一

2F710 層問アミド化反応を利用したリン酸ジル

コニウム有機誘導体の新合成法（宮崎大工）木島

剛・○川越義別・三原健司・町田正人

2F711 層状ホスホン酸ジルコニウムの分子設計

とそのキャラクタリゼーション（上智大理工）瀬

川幸一・○喜原伸宏・山本博道

2F712 アルコキシド法により調製した前馬区体か

らのZSM－5ゼオライト合成（九大工）○長田秀

夫・東田健治・大竹永時・河田和久・若林勝彦

2F714 飼および銀イオン交換ゼオライトのNO

吸着特性（北大触媒セ・三菱重工長崎研）○張

文祥・八尋秀典・水野哲孝・泉 順・岩本正和

2F715 銅イオン交換zSM－5上でのNO選択還

元反応機構（北大触媒セ）○八尋秀典・由宇喜裕

・武田博嗣・水野哲孝・岩本正和
2F716 金属イオン交換ゼオライトによるアセト

アルデヒドの酸化分解（長崎大工）○寺岡靖剛・

岩崎拓也・古川博志・鹿川修一

3F701 小分子気体をプローブとしたゼオライト

酸点のキャラクタリゼーション（国立科博・東工

大資源研）○若林文高・近藤淳子・堂免一成・広

瀬千秋

3F702 MD法による細孔内拡散に対するゼオラ

イト細孔構造の影響の評価（京大工・シミュレー

ションテクノロジー）○中崎義晃・後藤成志・乾

智行

3F703 セピオライトにおける陽電子消滅と気体

の吸着（新潟大工・新潟大理・東北大金材研）○

北山淑江・土屋良海・長谷川雅幸・野村 真・佐

藤盛緒

3F704 ゼオライト細孔入口径制御のための流通

式CVD法（鳥取大工・名大工）○丹羽 幹・田

島健吾・村上雄一
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3F705 脱カチオン型ゼオライトー有機物系のラ

ジカル濃度定量の再現性と活性点の出現機構（富

山医薬大薬）棺木 寛

3F706 ゼオライト中に高分散した二元系金属の

構造（東大理・ダウコーニイング・東理大）○朝

倉清高・山崎好直・M．S．Tzou・黒田晴雄

3F707 アルミナ架橋粘土層空間のPt微粒子－
129Ⅹe
NMRによる位置決定（名工試・清華大・

KAIST・スタンフォード大）○森 聡明・Chan

Xi・RyongRyoo・村瀬嘉夫・MichelBoudort

3F708 依頼講演 ゼオライト空隙の利用とその

直線観察（東北大理）寺崎 治

3F709 依頼講演 ミクロ空間における形状選択

触媒作用（東大工）辰巳 敬

3F710 不斉修飾層状化合物の合成と触媒反応へ

の応用（千葉大工）○岩井 亮・島津省吾・上松

敬嬉

3F711 ゼオライトミクロ空間でのPt9およびPt12

カルポニルクラスターの合成と光触媒活性（北大

触媒セ）○紫藤貴文・李 光進・王 日東・藤本

俊幸・市川 勝

3F712 ゼオライト触媒の硫化処理による高機能

化（室蘭工大）○杉岡正敏・内田大介・佐藤延介

3F713 ユウロビウム担持Y型ゼオライトのキャ

ラクタリゼーション（東工大工）○引田 覚・馬

場俊秀・小野嘉夫

3F714 固体酸触媒によるエチレジアミン合成

（上智大理工）○山本博道・立花宏泰・藤本洋子

・瀬川幸一
3F715 リン修飾モルデナイトを用いた多環芳香

族炭化水素のアルキル化反応（早大理工）○松田

剛・菊地英一

3F716 ビフェニルのアルキル化におけるモルデ

ナイト触媒の選択性（化技研・新日鉄化学）○杉

義弘・松崎武彦・竹内和彦・花岡隆昌・屠 新林

・竹内玄樹
3F717 ゼオライト触媒を用いたシクロへキサノ

ンオキシムの気相ベックマン転位（東工大理・西

東京科大）○三浦貴美香・小松隆之・難波征太郎

・八嶋建明

3F718 金属酸化物架橋モンモリロナイトによる

エステル化（出光興産中研）○岩松栄治・涌嶋恭

司・川田 嚢

3F719 合成ゼオライトを触媒とするテルペノイ

ドの反応（近畿大工）野村正人・浜田敏正・藤原

義人

3F720 チタノシリケートの細孔構造の違いによ

る形状選択性への影響（東大工）○柳沢和宏・坂

下 春・辰巳 敬
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第8回ゼオライト研究発表会

主 催 ゼオライト研究会

共催等 化学工学会，触媒学会，石油学会，日本イ

オン交換学会，日本化学会関東支部，日本

鉱物学会，日本セラミック協会，日本地質

学会，日本粘土学会，有機合成協会

日 時12月1・2日（火・水）

1日 午前9時30分，2日 午前9時00

分から

場 所 早稲田大学総合学術情報センター内国際会

議場

（東京都新宿区西早稲田ト6－1

JR山の手線，西武新宿線高田馬場駅徒

歩20分，バス（学02）早大正門下卓5分，

地下鉄東西線早稲田駅徒歩10分，新宿駅

西口バス（早77）早稲田下車5分）

登録費 会員（主催ならびに共催等の学協会の個人

会員およびゼオライト研究会団体会員の法

人に属する者を含む）4，000円，学生1，000

円，非会員6，000円（予稿集代を含む。当

日会場にて申し受けます）

懇親会12月1日（火）18時00分から早稲田大学

内大隅ガーデンハウス 会費4，000円（学

生2，000円）

連絡先 〒169新宿区大久保3－4－1

早稲田大学理工学部応用化学科

菊地英一

Tel∴03－3202－4141ext．73－3316

FAX：03－3200－5349

12月1日（火）

午前の部

A会場 －（9時30分から）－

Al．フィリピン南部ポホール島第3系のゼオライ

ト（地質研究所）谷口政碩

A2．カナタ、、・ノバスコシア産ゼオライトの鉱物学

的性質（千代田化工・龍谷大理工＊・東工大理＊＊）

○中田真一・後藤義昭＊・八嶋建明＊＊

A3総．輝沸石一斜プチロル沸石の化学組成と格子

定数（九大理）中牟田義博

－（10時40分から）－

A4．秋田県産天然ゼオライト岩の不純物除去によ

（28）

る高度利用（秋田工業技術センター）吉田 徹・

鎌田 悟・工藤 素・○菅原 清

A5．アルミ製錬赤泥廃液を用いたゼオライト合成

の試み（山口大）○笠井利浩・溝田忠人・高橋克佑

A6．アロフェンからのゼオライトAの合成におけ

るカリウムの影響（栃木県商工指・龍谷大理工＊）

○松本泰治・磯 文夫・後藤義昭＊

A7．Rhodesite－mOntregianite系鉱物の合成

（宮城教育大）青木守弘

B会場 －（9時30分から）－

Bl．シリカライト膜の浸透気化特性（化技研）○

佐野庸治・柳下 宏・清住嘉道・北本 大・水上

富士夫

B2．ゼオライト膜の合成と湿度センサーヘの応用

（日本たばこ中研）○吉田高市・小野高弘

B3総．ゼオライト触媒形状選択性の吸着法による

検証（三菱化成総合研）大竹正之

－（10時40分から）－

B4．ゼオライト結晶外表面への吸着量と結晶内拡

散係数の関係一結晶外表面吸着量の測定－（京大

工）橋本健治・○増田隆夫・平野 誠

B5．ゼオライト結晶外表面への吸着量と結晶内拡

散係数の関係一緒晶内拡散係数の計算値への外表

面吸着量の影響－（京大工）橋本健治・○増田隆

夫・平野 誠

B6．ALPO，SAPOを用いたジメチルナフタレン

異性体の吸着分離（大分大工）○水原由加子・石

原達己・滝田祐作

B7．ゼオライトの炭化水素吸着特性（日産自動車

総研）○池田卓弥・林 千絵美・金坂浩行・増田

剛司

午後の部

井深ホール ー（13時00分から）一

特別講演1二次元結晶層を構造単位とするミクロ

ポーラスクリスタルの合成と吸着特性（広島大工）

山中昭司

A会場 －（14時00分から）－

A8総．大谷石からの多孔質セラミックス（栃木県
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商工指・群馬大工＊・龍谷大理工＊＊）○磯 文夫

・松本泰治・大澤善次郎＊・後藤義昭＊＊・小泉光

意＊＊

A9．ゼオライトY合成における高分子効果Ⅰ－ポ

リビニルアルコール，ポリエチレングリコール添

加の影響－（龍谷大理工・群馬大工＊）○後藤義

昭・新井幸三＊・小泉光恵

AlO．ゼオライトY合成における高分子効果Ⅰ－ポ

リビニルピロリドン添加の影響－（群馬大工・龍

谷大理工＊）○高橋昌秀・新井幸三・後藤義昭＊

・小泉光恵＊

一（15時10分から）－

All．非水溶媒系ゼオライトの合成（2）－グリセリ

ン溶媒系一（群馬大工）○宮野直也・三宅通博・

佐藤満雄

A12．ゼオライト格子空間を利用した一次元導電性

ポリマーの合成（群馬大工）○上原啓史・三宅通

博・佐藤満雄

A13．テンプレート蒸気雰囲気下におけるゼオライ

ト合成（Ⅰ）（大阪大基礎工）松方正彦・○西山憲

和・上山惟一

－（16時10分から）－

A14．各種アナルサイムの合成とその酸処理物の細

孔変化（水澤化学）○伊藤俊男・小川 寛・鈴木

一彦・阿部 潔

A15．CoAPO合成におけるテンプレート剤の影響

（防衛大）○小林智明・横森慶信・小西誠一

A16．CoAPO－5巨大結晶の合成（防衛大）○川内

康孝・横森慶信・小西誠一

A17．FAPO合成条件の検討（防衛大）○草問幸

弘・横森慶信・小西誠一

B会場 －（14時00分から）－

B8．ゼオライト3Aによるオルトリン酸の半永久

的吸着処理法（新潟大工）○田口洋治・塩崎剛志

・草福勝彦・真島美智雄

B9．非化学量論的にイオン交換された鋼型イオン

交換モルデナイトへのガス吸着（岡山大理）○黒

田泰重・紺野慎一・吉川雄三・前田裕宣

BlO総．金属イオン交換ゼオライトによる一酸化窒

素の吸着除去（北大触媒セ・三菱重工＊）○八尋秀

典・張 文祥・水野哲孝・泉 順＊・岩本正和

－（15時10分から）－

Bll．セピオライトの酸素及びアンモニアの吸着

（新潟大工）○野村 真・北山淑江・佐藤盛緒

B12．多孔質材料へのニオイ物質吸着過程測定装置

の開発（山形大工）○高坂彬夫・上田 創・生井

一好・松田良弘

B13．ゼオライトに吸着したピリジンの固体NMR

測定（千葉大工）○庄司 宏・島津省吾・上松敬繕

B14．透過FT一丁R法によるH－ZSM－5と無極性

気体分子との相互作用 （国立科博・東工大資源

研＊）○若林丈高・近藤淳子＊・堂免一成＊・廣瀬

千秋＊

－（16時30分から）－

B15．赤外超短パルスを用いたポンプープローブ法

による酸化物上の表面水酸基の振動緩和に関する

研究（東工大資源研）○古木基裕・久保田 純・

後藤康正・近藤淳子・和田昭英・堂免一成・廣瀬

千秋

B16．脱カチオン型ゼオライト～有機物系のラジカ

ル濃度の定量性についてのメカノケミカルな考察

（富山医薬大薬）柏木 寛

B17総．プロトン交換ゼオライトと水との酸素位体

交換反応（北大触媒セ・都城高専＊）○水野哲孝

・峯尾和江・森 寛＊・岩本正和

C会場 －（14時00分から）－

Cl総．スピルオーバー現象による固体酸の発現と

パラフィンの骨格異性化反応（東大工）○藤元

薫・前田 憲・相本康次郎

C2．天然ゼオライトの表面改質による高活性触媒

への変換（室蘭工大）○中田由貴子・小林隆夫・

上道芳夫・杉岡正敏

C3．メタロシリケート触媒の酸特性に関する計算

化学的評価（京大工）○服部敬苗・後藤成志・中

崎義晃・井上正志・乾 智行

一（15時10分から）－

C4．ゼオライト細孔内に構築されたモルブデン酸

化物クラスターの構造（大阪大基礎工）小林靖浩

・○岡本康昭・今中利信

C5．カチオン交換モルデナイト触媒によるN20分

解（石川島播磨）○矢嶋史朗・斎藤 博

C6．高温水蒸気処理によるCu－ZSM－5の脱硝活

性の変化（長崎大工）○寺岡靖剛・宮崎勝市・古

川博志・鹿川修一

－（16時10分から）－

C7．金属含有ミクロ多孔性結晶触媒の性質と酸素

過剰条件でのNO低減性能（京大工）○岩本伸司

・清水 聡・西山英宏・乾 智行
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C8．Feイオン交換zSM－5ゼオライトによるNO

の選択的還元と共存水蒸気の影響（上智大理工）

○渡辺克哉・功力竜介・瀬川幸一

C9．ガリウムイオン交換ゼオライト上でのNO還

元反応における炭化水素の種類の効果（早大理工）

○余語克則・井原道人・寺崎郁恵・菊地英一

ClO．NO－C3H¢反応における酸型及びイオン交換

ゼオライトの触媒活性（名大工・鳥取大工＊）○

山田建治・薩磨 篤・丹羽 幹＊・服部 忠・村

上雄一

12月2日（水）

午前の部

A会場 －（9時00分より）－

A18総．モルデナイト骨格中のAlの分布（東ソー

・豊橋技科大＊）○板橋慶治・岡田忠司・高石哲

男＊

A19総．ゼオライト骨格中のAl分布－Al－Al回

避補助則－（豊橋技科大）高石哲男

－（10時00分から）－

A20．新高石則のペンタシルゼオライトへの応用

（豊橋技科大）高石哲男・○加藤正直

A21．高温Ⅹ線を用いたK，NaAの構造解析（東ソ

ー）○佐久間
博・原田 敦・稲岡 卓

A22．AIPO4－11の脱水，復水に伴う構造変化とⅩ

線Rietveld解析（群馬大工）○柏木美香・三宅通

博・佐藤満雄

一（11時00分から）－

A23．ゼオライトA結晶面間隔の温度依存性（住友

化学）○佐々木正夫・小林壮造・市橋 宏

A24．A型ゼオライト中の2価イオンの運動（豊橋

技科大）川鍋佳弘・○大串達夫

A25．マイクロポーラスクリスタルの熱安定性に関

する計算化学的評価（京大工）○松葉勝彦・田中

祐一・後藤成志・中崎義晃・井上正志・乾 智行

C会場 －（9時00分から）－

Cll．Ag－H－ZSM－5を触媒に用いたメタノール

からの芳香族化合物の合成（東工大工）○井上能

博・仲代克己・小野嘉夫

C12．メタノール転化反応における失活の制御：Ba

イオン交換脱アルミモルデナイト触媒（名大工・

鳥取大工＊）○石倉利康・薩摩 篤・丹羽 幹＊・

服部 忠・村上雄一

C13．低級オレフィン類のイソパラフィン系ガソリ

ンへの選択的転化（京大工）○金 眞培・竹口竜

弥・乾 智行

－（10時00分から）－

C14．パラフィンの芳香族化に対するメタロシリケ

ート触媒の修飾の効果（京大工）○松岡昭彦・岡

部優志・山田輝之・乾 智行

C15．ゼオライトb及びGa－bの合成と形状選択反

応特性（京大工）○岡部優志・松岡昭彦・井上正

志・乾 智行

C16．周波数応答法による反応の微細構造（富山大

理）安田祐介

－（11時00分から）－

C17．高イオン交換率Cu－ZSM－5中でのCuイオ

ンの構造とダイナミックス：分子動力学法とコン

ピュータグラフィックスによる検討（東北大工）

○久保百司・岡 義二・姫井浩明・宮本 明

C18．メタロシリケートにおけるT原子置換位置と

格子膨張異方性：分子動力学法とコンピュータグ

ラフィックスによる検討（東北大工・京大工＊）

○宮本 明・松葉勝彦・近江靖則・久保百司・乾

智行

C19．Y型ゼオライトの水熱処理によるSi，Alの

挙動（触媒化成）有馬悠策・井田孝徳・中原勝正

・○高倉和昭

午後の部

井深ホール ー（13時00分から）一

特別講演2 Acidic
and
Catalytic Properties

of PhosphorusImpregnatedfIZSM－5Zeo－

1ite（Chonnan NationalUniversity）SEO

Gon

A会場 －（14時00分から）－

A26総．コンピュータグラフィックスによる三次元

ゼオライトフレームワークの設計（群馬大工）佐

藤満雄

A27．FAU－EMTintergrowthの電子顕微鏡によ

る微細構造観察（いわき明星大理工・東北大理＊）

○大砂 哲・寺崎 治＊・汲辺伝次郎

A28．道北地区から産出される珪藻変質泥岩（オパ

ール）の特性と利用法（道立工試・鈴木産業＊・

玉井産業＊＊）○野村隆文・高田忠彦・成田英樹＊

・伊藤太郎＊＊

－（15時10分から）－

A29．TiO繁架橋粘土多孔体の電気化学特性と電顕



（31） Vol．9 No．4（1992） 167

観察（広島大工）○蒔田浩司・山中昭司

A30．粘土層問反応によるクマリンの電荷状態と蛍

光特性（東北大工）○今村秀明・滝沢博胤・遠藤

忠・島田呂彦

A31総．層状ニオブ酸塩－メチルビオロゲン層問化

合物の合成と光化学的挙動（早大理工）○中戸晃

之・黒田一事・加藤忠蔵

－（16時20分から）－

A32総．希土類錯体－ハイドロクルサイト層問化合

物の合成と蛍光特性（東北大工）○遠藤 忠・畠

野 肇・滝沢博胤・島田呂彦

A33．層問架橋した層状ニオブ系複合酸化物の光触

媒活性（東工大資源研）○海老名保男・荻原茂男

・田中 彰・近藤淳子・堂免一成

A34総．ゼオライト細孔内Ptカルポニルクラスタ

ーの構造とWater－Gas－Shift反応における光触

媒作用（北大触媒セ）王 日森・柴藤貴文・藤本

俊幸・○市川 勝

C会場 －（14時00分から）－

C20．粘土層問の多重修飾による新規選択的取り込

み場の設計（2）（千葉大工）○島津省吾・岩井

亮・上松敬扉喜

C21．層状ホスホン酸ジルコニウムの分子設計とそ

のキャラクタリゼーション（上智大理工）○喜原

伸宏・瀬川幸一

C22総．チタノシリケートの表面性質と触媒活性

（東大工）○辰巳 敬・坂下 春・柳沢和宏・中

村 良・富永博夫

－（15時10分から）－

C23．ハイシリカモルデナイトの酸性質を利用した

過酸化水素による芳香族の液相水酸化反応（東工

大理・西東京科大＊）○永瀬真一・小松隆之・難

波征太郎＊・八嶋建明

C24．ゼオライト触媒によるエチレンジアミンの合

成（上智大理工）○山本博道・藤本洋子・瀬川幸

C25．ゼオライトを用いるホルマリンからのトリオ

キサンの合成（旭化成）○石田 浩・赤岸賢治

C26．ゼオライトによるt－プチルフェノール類の

液固系脱t－プチル反応（鹿児島大工）○高橋武

垂・小玉卓也・甲斐敬美

－（16時30分から）－

C27．ゼオライト触媒を用いるエステル交換反応に

よる炭酸ジメチルの合成（千代田化工）近藤忠美

・○岡田佳巳・田中文明・浅岡佐知夫

C28．2－メチルナフタレンのメチル化に対する修

飾zSM－5触媒の形状選択性（東工大理・西東京

科大＊）○荒木泰博・小松隆之・難波征太郎＊・八

嶋建明

C29．カチオン交換ゼピオライト触媒を用いた

FriedeトCrafts反応（名大工）○飯田誠一郎・

ト部和夫・泉 有亮

C30．Feゼオライトの活性発現機構（出光中研）

○中村育世・岩本隆一郎・飯野 明

日本吸着学会第6回研究発表会

日 時 平成4年11月30日（月）～12月1日（火）

会 場 栃木県総合文化センター（〒320宇都宮市

本町1－8 TEL O286－43－1000）

内 容
一般講演のはか，特別講演として「単分子

層完成後の吸着柏の構造」宇津木 弘氏（宇都宮

大学名誉教授），「鹿沼土・大谷石の吸着性とそ

の利用」田中 甫氏（帝京大学理工学郡），依頼講

演として「SNG精製におけるCO2－PSA」木下

夏雄氏（西部ガス），「シリカゲルの工業的利用－

クロマトグラフィーの用途として－」信原一敬氏

（富士デヴィソン化学），「活性コークスによる乾

式脱硫プロセス」白石育夫氏（三井鉱山），「活性

炭の最適設計について」田中栄治氏（クラレケミ

カル）など吸着剤を製造する，利用する，研究す

る各立場からの講演を予定しています。

申込・問い合わせ先 〒321宇都宮市石井町2753

宇都宮大学工学部応用化学科 遠藤 敦

FAX O286－63－2726

TEL O286－61－3401内線509

参加申込方法 ハガキもしくはハガキ大の用紙（1人

につき1枚）に1．氏名，2．所属，3．連絡先住所・

電話番号，4．懇親会参加の有無を記入して，上記

に郵送して下さい。なお，参加費，懇親会費は郵

便局備え付けの郵便振替用紙にて下記の口座に払

い込み下さい。

名義：第6回日本吸着学会

番号：宇都宮9－47552

参加登録料 一般4，000円，学生2，000円

（11月1日以降各1，000円増）

懇親会参加費 6，000円

参加申込締切10月31日（土）
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EUROPA CAT－1

MONTPELLIER，September12－17，1993

SECOND CIRCULAR

EFCATScordiallylnVitesyoutoattendEUROPACAT－Ⅰ，the

FirstEuropeanCo咽代SSOnCatalysis，Whichwillbeheldfrom

SundaytoFriday，September12thtoSeptember17th1993，in

Montpellier，France．

TheEuropeanFederationofCatalysis Socie【ies（EFCATS）is

Organizlngthisconた代nCeinordertoprovideanopportunltyねr

academic andindustrialscientists to meeland discuss recent

deve10PmentSincatalysis．PromotionofcatalysIS amO昭yOung

SCientistsandthegeneralpublicisanotherimportantaimofthe

Congress．

Thescientificprogrammewi11consistorplenarylecturesand

【hreeparallelstreamsorcontributedlectures，eaChsession

beginnlngWithaninvitedlecture什omaprominentscientistin

【he relevant Field．Separa【e times willbe made available ror

POSterSeSSion．AnEx【endedAbstractBookwillbedistdbutedto

allpartlCIPantS．Englishwillbethe officia11anguageorthe

Congress．

AnInstmmen【Exhibi【ion托atunngthelatestequrpmen【willbe

helda10ngSidetheCongress．汀youwouldliketopa爪lCIPatein

theexhibition，PleaseconlaCtDr．B．Coq，Secreta汀OrtheL∝al

ExecutiveCommittee．

LocalExecutiveCommittee

F．FIGUERAS

B．COq
P．GRAFFIN

ScientincCommittee

M．CHE（France）

E．G．DEROUANE（Belgium）

R．VANSANTEN（Netherlands）

F．FIGUERAS（France〉

J．H．BLOCK（Gemany）

J．P．BRUNELLE（France）

R．BURCH（Uni【edKindom）

A．CORTESARROYO（Spain）

J．CUNNINGHAM（Ireland）

B．DELMON（Bclgium〉

Chaiman

Secreta汀

Trea5urer

Chaima爪

Vice－Chaima爪

Secretary

Loca10rganizer

0．KRAUZE（Finland）

R．LARSSON（Sweden）

J．A．LERCHER（Austria）

L．PETROV（Bulgaria）

R．PRINS（Switzerland）

F．RAMOARIBEIRO（Port11gこll〉

M．FARINHAPORTELA（Portugal）

V．FATrORE〈Italy）

L．GUCZI（HL－ngary）

J．HABER（Pol乙lnd）

P点．HOJLUNDNほLSEN（Denmark〉

K．JERABEK（Czechos10Vakia）

R．W．JOYNER（UnitedKindom）

J．ROSS（Ireland）

E．RYTTER（Norway）

V．SEBASTIAN（Spain）

M．SHYMANSKA（Latvia）

F．TRIFIRO■（Italy）

K．Ⅰ．ZAMARAEV〈Russia）

CÅLLFORPÅPERS

Contributionsinanyareaofresearchorinteres【tOlhecatalysIS

COmmtlnltymaybesubmitted．Papersrelatedtoeachoneorthe

仙10WlngtOPICSWillbeselectedbyanadviso汀grOuPChai化dby

anestablishedcatalysISSCientist．

1－AsymmetricCalalysI

2・EnzymalicCa【alysi

3

4

5

6

7

8

9

HomogeneousCataIysisandCatalysIRecove

PhotoandEIectr∝atalysI

Ca【alysisbySulphide

（32）

H．U．BI耶er）

DJ．Williams〉

（R．Ugo〉

M．Gmはel）

．………‥（M．Breysse）
Ca【alylicreac【ionsingas－1iquidsolid陀aC【OrS……．（J．Jenck．B．Delmon）

CatalystPreparationandDesigno‖ndusldalCa【alysIS…．．．．．．（J．W．Geus）

QuantumChemistryincatalysi
Ca【alystS【andardizatio

J．Haber）

R．Burch〉

10－Ca【alysisinWa【erandMollenSalt

lトMechanismsandKinetic

PJ．VandenBrink〉

12－Stmcture－Aclivi【yRelationshipa爪

1nSiluCharacterization

13－CatalysisbyMetalsandBimelalllic

14・CatalysisandtheEnvi和nmen

15－Acid－BaseCatalysl

J．K．Norskov）

A．a：CChina〉

J．H．Bl∝k）

A．0．Ⅰ．Kmuse）

16－CalalyticMembmne

17・GenemlPaper

（A．Coma〉

〈J．R．H．Ross）

乙Paal）

Instructions払rÅuthors

ExtendedAbstrac【sshouldbeincameraィeadyromandare

StrictIylimi【edtoone page A4く21x30cm）．Abstractsw＝be

reproducedintheirorlglnalsizeintheBookoFAbslraCtS．The

ExlendedAbstractshouldinclude【hetitleofthepresenta【ion（in

CaPitalletters），andname（s）andaf61iation（s）oftheauthor（s）．
ThenameoFtheco汀eSPOndingauthorshouldbeunderlined，and

aFAXnumbershouldbeincluded，iFavailable．Ontherighttop

COmertIlenumberofthemoresuilabletopjc（seelis【）shouldbe
SuggeSIcd．

ThreecopleSOftheabstractshouldbesenttoDr．F．Figueras，

ChaimanortheLoca10rganizingCommittee，befbreDecember

31st1992．

VENUE

Montpellier．thehistoricalcap托a10fBasLanguedocissiluated

less thanlen kilom¢lers什om the Medile汀anean Sea．Le Corum

CongressCenterisidea11ylocatedねrvisitingthepedestriancity

Centre，Withitslabyrinthofsmallstreet5flankedbyXV－ⅩVII

CenturymanSions，arlmuseums，SllOPSand【yp】Ca】restaurants．

TheregIOnOfMontpeIlierisideaIlysuiledforexle11dedvacations

beforeoraftertheCongress．AveragetemperaturesinSeptembcr

are250C（daymaximum）and140C（nightminimum）．

Montpellieriswellconnected10SeVeralimportantinternational

al叩Orls．EigthflightsadayareavailabiefromParis，tWOfrom

Londonandlhreefrom Lyon．Frequ印ttrainlinksareavailable

from Paris（fourand allalrllOurS），Lyonくt11ree hours〉and

Marseille〈oneandahalrhour）．Montpellieriseasilyaccessible

bymotorways打omLyon，Genova，Barce10naandBordeaux．

Thescientificprogrammewillbepunctuatedwithmemorable

SOCialevents．An attractive guestprogrammeis planned，

includingexcu血onsofhighculluraland10uristinterestthrough

theBasLanguedocandlheCamargue．

FURTHERINFORMÅTION

Pleaseretumtheattachedreplyfon¶ifyouplantopanlCIPatein

theCong托SS．methirdcimular，10bemailedonApri130th1993，

Willcontaindelailedinfomalionsonplenarylectures，t址social

PrOgram，traVel，aCCOmmOdationandreglSlralion．11willinclude

alsohotelreseⅣationandmeetlngreglStralionfoms．
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Forfu爪herinfomationpleasecontact

E打RO蝕mrJエocαJ点エeC〃fルβC〈）椚J乃i′eβ

E〃5C材

β，r〃ede柑c¢エビ〃βm王αJe

3イβ∫3〃州¢β〃王erC‘dβエJ

F尺Å〃CE

r‘J∴β3J古アブ“3、ィβ・ダ肪Jβ3）古アブ“34タ

IMPORTÅNTDATES

SubmissionorAbstracts（DEADLINE） December311992

NotificationofAcc¢PtanCe March311993

DistributionofFinalCircular Apri1301993

PaymentofRegistrationFees（DEADLINE） June301993

WelcometoMontpel】er September121993

乃r5・fC∠rc〃Jαr

ACID－BASE CATALYSISⅡ

InternationalSymposium

i皿HonorofKozo Tanabe

Sapporo，Japan

December2・4，1卵3

0rganlZlngCommittee

H・HatloriHokkaidoUniversity（Chaiman）

M・Misono¶1eUnive柑ityofTokyo（ViceChaiman）

Y・Ono TokyoInstituteofTech爪010gy（ViceCha－

iman）

ScientiricAdvisoryBoard

S．Coluccia

A．B．Halgeri

W．H61dedch

Y．Izumi

T．Inui

M．Iwamoto

H．Kita

E．Kikuchi

K．J．Kiabunde

H．Kn6zinger

A．Mitsulani

Y．Moro－Oka

R．011nishi

G．K．S．Prakash

K．Segawa

U爪iversityofTuri爪

Ⅰ爪dianPetrochemica】sCo．

Tech爪ischenHochschdeAache】1

NagoyaUniversily

KyotoUniversity

HokkaidoUniveTSity

HokkaidoU爪iversity

WasedaUniversity

XansasStateUniverslty

UniversityofMunich

NipponChemtecConsu川ngInc．

TokyoInstituleofTecllnOlogy

HokkaidoUniversity

UniversityofSouthemCalifomia

SophiaU爪iversity

G．SuzⅦkamo

A．Tada

N．Takezawa

S．Tsuchiya

M．Ueshima

J．C．VedriIle

T．Yamaguchi

T．Yashima

S．Yoshida
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SumitomoChemicalI爪dustry

KitamiInslituteofTechnology

HokkaidoUnive汚ity

YamagⅥChiU爪iverslty

NipponShokubai

CNRSI爪StituteforCalalysIS

Ho址aidoUniversily

TokyoInstituteofTechnology

KyotoUniverslty

Generalscopeofthesymposium

OnlIle OCCaSioIlOft血e relireme爪tOfProfessor

KozoTanabefromHokkaidoUniversityi爪March

1990，afoⅥ爪dalionhasbeen estabiishedtollOnOrhis

achieveme爪tintllefieldofacid－basecatalysis．me

foundation pla爪S tOSPO爪SOrlwointernalioれal

SymPOSiaonacid－basecatalysis，0れein1993a爪dthe

Olherin1996．ThepresentsymposiumisthefirsI

SymPOSiumhonorlngKozoTa爪abe．

Objectives

Inadditiontotheulilizalionぬrcrackingprocesses，

SOlid acidcatalysIsarebeingi山e爪Sivelystudiedi爪

bolllaCademicand appliedfieldstoe叩a爪dtheir

CaPabi】itiesin avarietyofreaclions．Atthesame

lime，base－1yf〉eCalalystshavebee爪reCOgnizedas

POlentialcatalysIsforlheircharacleristicfeat㍍eSi爪

CalalysIS．

Thesymposiumwillconlributeto仙edevelopmeれ1

0f111efieldofacid－basecalalysisbyexcha爪geOf

in払rmationaれdideasamongscienlisIsgatheringfrom

allovertheworld．

Scientificprogram

Thesymposiumwilli爪Cludei爪Vitedpapersand

ge爪eralcontributions（posterpfeSe爪tations），a爪dcover
lhefollowl爪gtOPICS．

1Characlerizationofacida爪dbaseproperlies

2Structuresofaclivesitesofacidandbasecatalysts

3Mechanismsinacidaれdbase－Catalyzedreactions

4Preparalio爪OfacidaれdbasecatalysIs

5¶1eOryandconceptinacid－basecatalysis

6Controlofactivity and seleclivityinsoiidacid

andbasecata】ysis

7Applicationofsolidacid a爪d basecatalyststo

iIlduslria】processes

8Suげacechemislryo爪SOlidacidsa爪dbases
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SubmissioDOfpapers

Thosewishin£10PreSenlacoエーtribulionare

requesled10Submita4pageexlendedabslracl

iれCludi昭tablesaれd丘guresbefbreApri130，1993．¶1e

abstracIsshouldbemailedlo

HideshiHal10ri，

Departme山ofChemistry，FacullyofScience，

HokkaidoUniversity，SapporoO60，Japaれ

AuthorswillbenotifiedofacceptaれCebyMay31，

1993．¶1efullpapersshouldbesen10rbroughlbylhe

SymPOSiumperiod．mecamerareadyformsforaful】

PaPerWillbesentinJu皿e，1993．Allpapersinc】udinき

invited・andgeneralconlribulionswillbepublishedin

the払mofpr∝eedingsbyKodanslla．

Symposiumsite

Tlle SymPOSium willbe held alHokkaido

UniversityConfereれCe‡i姐．

Registration

Thosei山eresledina11e爪diれglhesym】）OSiuma代

requestedlo代turn仙ealtaCbedform．Thesecond

CircdariれClⅦdiI唱lbeTegistralio爪fomsa爪dprogTam

Willbese爪linMay1993．

Fees

Aclivemembers（wilhpmceedhgs） 30，000yen

Aclivemembers（parlicipa山女omdomeslicprivate

COmPanyWilhpr∝eedings）

Sludenls（w仙proceedings）

SlⅥdents（witho山proceedi昭S）

50，000yeれ

15，000yen

3，000yeれ

Accommodation

Domesticparlicipanlsnlaymaketheirowれhotel

reservations・TheorganlZl皿gCOmmitleewillbook

hotelsぬroversea5T〉arlicipantsupo爪requeSt・

Forrurtherinformation

Pleasecontact

HideshiHattori

Deparlmen‡ofChemislry，FacⅥ1tyofScieれCち

HokkaidoU爪iversity，Sapporo鵬0，Japa爪

Phone：011－716－2111ex1．5283

Facsimile：011－757－5995

（omilthei血ialOfbrinternationalco汀eSPOnde爪Ce）

lGCP PROYECT 294

Internationalsymposium

（Finalmeeting）

LOW TEMPERATURE

MATAMORPHISM

PROCESSES．PRODUCTSAND

ECONOMIC SIGNI円CANCE

15－30 NOVEMBER1993

SANTIAGO CHILE

ÅimoftheMeetねg

－ToprovidetheopportunltytOeXamineactiveand

extinct geothermal鮎1ds，With／血thou‥ninerdi－
ZatlOn．

一To visit
keァreglO皿S

Of the Andean Cord止1era

Showingintense（very）10W grade meta？OrPhic
alteration and accompanylng mineralizatlOn Of

economlcimportance・

－Toprovideaforum払fCO触ctbetweemacademlc

andeconomicgeologicalapproachhthestudァof

verylowgrademetamorphism・

Prese皿tatio爪S

Ofalandposterpresentationsareinvitedonthefbはow－

1ngSu叫ects：
Verylow grade metamorphism h marginalbasin

settings（includingmaturationsofo聯nicmatter）・
Hγdrothermalalteratio几S／mineralizations・

Studァ of zeolltes，their economlc and ecologic

impact・

ConfirencelanguageswillbeEnglishandSpanish・

Theuseof五nglishisemcourgaged・

Importantdates

Call払renrollment：1November1992．

Dead払nefbr止stracts：15June1993．

刑a皿edFiildExcwsio皿S：

TheHi鍵Andesofthesantiagoarea・

ORGÅMZING COMMITTEE

RichardBevins（Cardi托uK）
UrsulaKelm（Concepci6n，Chile）

DoudasRobinsom（Bristol，UK）
MarioVeで酔ra（Santiago，Ch叫

CONVENORS：

MarioVergara

Universldaddech払e

Depto．deGeologiayGeo鮎ca

Casdla13518－Correo21

SantlagO，Ch辻e

Telephone：02－6962071Ext・540

Fax：02－6963050
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UrsulaKelm

Univer＄idaddeco皿CePClOn
●一′

CentrodeGeologiaEcon6micaAplicada

Casi出a4107

Concepci6n－3，Chile

Telephone：41－234985Ext・2856

Fax：4ト242535

SPONSORS：

IGCPPr句ect294
U血kersidaddech鮎，SantlagO

Universidaddeconcepci6n，Concepci6n

SociedadGeo16gicadechde

国内問い合わせ先：

〒71ト06岡山県真庭郡川上村上福田

岡山理科大学蒜山研究所 西戸裕嗣

TEL O867－66－3642

写真募集

本誌では，ど存じのように毎号表紙裏にゼオライト等の写真を掲載して

まいりましたが，さらにこの欄を皆様に親しまれるものとするため，会員

の皆様から広く作品を募集いたしております。ふるってど応募下さいます

ようお願い申し上げます。フィルムの添付は不要ですが，なるべく手札サ

イズの大きさの写真を，簡単な説明記事と共に下記宛にお送りください。

〒263 千葉市稲毛区弥生町卜33

千葉大学工学部応用化学科

上 松 敬 頑

171



172

国 内特許

ゼオライト （36）

4－82558：消臭，除菌組成物（環境科学開発）

4－83509こ連続吸着再生式炭酸ガス分離除去装置

（三菱重工業）

4－83516：窒素酸化物の除去方法（日本触媒化学工

業）

4－83ア13：ゼオライト組成物及びゼオライト組成物

の製造方法（新日本製鉄）

4－87641：炭化水素類の水素化分解触媒の製造方法

及び水素化分解方法（日本鉱業）

4－89051：表在癌および深部癌治療具（大日本除虫

菊）

4－89387：単結晶引上装置用不活性ガス回収装置

（東芝セラミックス）

4－89424：発熱性エアゾール組成物（東洋エアゾー

ル工業）

4－89851：抗菌性組成物（クラレ）

4－90826：排ガス浄化方法（工業技術院長，コスモ

総合研究所）

4－91023：徐放性製剤（日本農薬）

4－91039：トランスアルキル化法（フィナ チクノ

ロジー）

4－91040：ジフェニルブタンの製造方法（東燃）

4－91042：2，6－ジイソプロピルナフタレンの製造

方法（大阪瓦斯）

4－91043：2，6－ジイソプロピルナフタレンの製造

方法（大阪瓦斯）

4－92812：ゼオライトを用いた多孔質焼結体及びそ

の製造方法（ライオン）

4－93335：発泡断熱材及び発泡断熱材を充填して成

る断熱箱体（松下冷機）

4－93351：重合体組成物（三井デュボンポリケミカ

ル）

4－94723：フッ化塩素を含む排ガスの乾式処理方法

（セントラル硝子）

4－94733：湿式生物脱臭用粒状担体，その製造方法，

及び湿式生物脱臭方法（横須賀市，新日本製鉄）

4－94791：浄化器（三菱レイヨン）

4－95034：芳香族炭化水素の製造方法および触媒並

びにその触媒の製造方法（日本鉱業，水沢化学工

業）

4－96995：高カロリーガスの製造方法（日本鋼管，

福山瓦斯）

4－97805：・洗浄組成物とその製造方法（チッソ）

4－97908：ゼオライトの製造方法（ライオン）

4－97933：改良C種高炉セメント（新日本製鉄）

4－97934：スラグを主組成としたセメント（新日本

製鉄）

4－99735：2，6－ジメチルナフタレンの濃度を高め

たジメチルナフタレン異性体混合物の製造法（三

菱化成）

4－99736：2，6－ジメチルナフタレンの濃度を高め

たジメチルナフタレン異性体混合物の製造法（三

菱化成）

4－100537：

4－100538：

（東ソー）

4－100540：

カル）

4－103541：

4－103542：

脱酸素剤組成物（三菱瓦斯化学）

吸着剤および極性有機化合物の除去法

吸着剤成型体とその製法（クラレケミ

オレフィンの製造方法（東ソー）

1，5－ジアルキルナフタレンの製造方

法E井石油化学工業）

4－103545：1，3，5一トリクロルベンゼンの製造法

（東レ）

4一川4219：ゴーグル（ホーヤ，鐘紡）

4－104736：フライアッシュ含有植物用培地材（電

源開発，石炭利用総合センター）

4－104836：ゼオライト吸着剤の製造方法（東ソー）

4－104900：有機質ヘドロ分解底質改良機能剤（三

菱重工業）

4－104908：改質された結晶性アルミノシリケート

およびその製造方法（ハルドール トプサー）

4－105055：限界電流式酸素センサ（藤倉電線）

4－106194：コークス炉ガスの精製方法（川崎製鉄，

川鉄テクノリサーチ）

4－108516：換気触媒装置（秋山 隆）

4－108607：レビーン沸石型のゼオライトおよびそ

の製造方法（アンスチ．フランセ デュ ペトロ

ール）

4－108608：ゼオライトをイオン交換する方法（鐘

紡）

4－108654：ゼオライト押出成型用原料及びその製

造方法（三菱重工業，花王）
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4－110036：

4－110305：

学工業）

4－112839：

（帝人）

4－112840：

Vol．9 No．4（1992）

脱酸素剤（パウダーテック）

高分子重合体の脱フッ素方法（荒川化

2，6－ジメチルナフクリンの製造方法

2，6－ジアル手ルナフタレンの製造方

法（三菱化成）

4－112843：トリクロルベンゼンの異性化方法（東

レ）

4－114735：酸素キセリヤー（植村道夫）

4－114741：吸水性ポリマー複合体の製造法（日本

触媒化学工業）

4－114746：炭化水素油用水素化処理触媒の製造方

法（工業技術院長，住友金属鉱山）

4－114940：セメント類を用いた硬化体の自筆現象

防止方法（新日本製鉄）

4－、114942：コンクリート用乾燥収縮低減剤及び乾

燥収縮低減剤配合セメント（新日本製鉄）

4－114945：コンクリートのアルカリ骨材反応抑制

方法並びにそれに用いる混和材（三井建設）

4－117338：芳香族水酸化物の製法（軽質留分新用

途開発技術研究組合）

4－117339：芳香族水酸化物の製造方法（軽質留分

新用途開発技術研究組合）

4－117344：芳香族カルポン酸塩化物の製造方法

（軽質留分新用途開発技術研究組合）

4－117440：ポリオレフィン系樹脂組成物（旭電化

工業）

4－118030：窒素酸化物の除去方法（工業技術院長，

コスモ総合研究所）

4－118094：水熱湿式酸化による尿素分解方法（三

井造船，山崎仲道）

4－119169：抗菌性繊維（鐘紡）

4－119912：アルミノシリケート薄膜の製造方法

（新技術事業団，諌山宗敏，坂田勘治）

4－119913：ゼオライトをイオン交換処理する方法

（鐘紡）

4－119978：陶磁器質焼結体の製造方法（東レ）

4－120028：メチルナフタレン類の異性化方法（コ

スモ総合研究所，コスモ石油）

4－120533：コールドフローの防止方法（東京応化

工業）

4－122367：空気溝浄器（松下電器産業）

4－122405：半導体用真空ポンプの油浄化装置（ゼ

オテック エル アール シー，リキッドコンサ

ンド）

4－122411：

4－122421：

4－122438：

化学工業）

4－122493：

4－122497：

4－122743：

4－122789：

斯）

4－124102：

4－124151：
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気体分離装置（エナジーサポート）

ガス清浄装置（三菱重工業）

空気浄化剤およびその製造方法（日本

浄化器（グンゼ）

廃水の処理方法（明治製菓）

抗菌性セルロース粒子（鐘紡）

重質油の接触水素化分解方法（大阪瓦

切花の鮮度保持剤（新東工業）

2，6－ジアルキルナフタレンの製造方

法（三菱化成）

4－124196：アルキルグリコシドの製造方法（花王）

4－126014：水稲育苗用培地およびそれを用いた水

稲育苗方法（三菱金属）

4－126154：

4－126529：

4－126802：

4－126820：

複合吸着剤（クラレケミカル）

抗菌性液体分離膜（日東電工）

ストッキング（鐘紡）

抗菌性ポリビニルアルコール系合成繊

維及びそれを用いた成形物（クラレ）

4－126976：温度調節駆動装置及びその作動方法

（プレーザ

ー エム

4－128244：

（三菱化成）

4－130013：

4－130184：

4－130185：

クロード アントワーヌ，イー テ

アントルプリーズ，日本真空技術）

アルキルナフタレン混合物の改質方法

窒素一水素化合物合成装置（日本電気）

重質ナフサの改質方法（出光興産）

石炭液化油及び高沸点芳香族炭化水素

油の軽質化法（工業技術院長）

4－131456：

4－132550：

4－132551：

4－132607：

化学工業）

4－132793：

エル）

4－132794：

湿式左官材料（フジワラ化学）

蒲規（常盤電機）

マット（常盤電機）

高純度ジシランの製造方法（東亜合成

常態で液状の炭化水素の製造方法（シ

1種またはそれ以上の軽質炭化水素油

留出物の製造方法（シェル）

4－134009：抗菌性アルミノシリケート，その製造

法およびこれを用いた樹脂組成物（日本化学工業）

4－135471二 脱酸素剤（パウダーテック）

4－135556：表在癌および深部癌治療具（大日本除

虫菊）

4－136039：アルカリ性物質包装用ポリビニルアル
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コールフィルム（日本合成化学工業）

4－136182：メッキ液の再生方法（ソニー）

4－136283：防錆ケーブル（新日本製鉄）

4－139134：アル手ル芳香族化合物の製造方法（三

井石油化学工業）

4－139156：ターシャリーアル手ルアミンの製造法

（三井東庄化学）

4－141211：吸着剤を再生する方法及びそれを用い

た除湿器並びに同除湿器を用いた水分測定装置

（松井製作所）

4－141218：

4－141219：

4－141289：

（岸仁一）

4－142330：

化学工業）

4－143700：

エンジンの排気ガス浄化装置（マツダ）

エンジンの排気ガス浄化装置（マツダ）

農薬の高性能吸着分離浄化システム

ポリカーボネートの精製法（三井石油

セシウムイオン固定材およびその使用

方法（工業技術院長）

4－144565：包帯代替組成物（武内プレス工業，シ

ナネンニューセラミック）

4－144905：三弗化窒素ガスの精製方法（三井東庄

化学）

4－144939：透光性低反射性無機質皮膜形成用組成

物（日本フェロー）

4－1450q7：抗菌性樹脂組成物およびその製造方法

（新東工業）

4－145921：使用済手セノンガスの回収精製装置

（岩谷産業）

4－146218：アルギン酸塩繊維及びその面状集合体

並びにその製造方法（工業技術院長，タカミツ）

4－146998：

4－146999：

4－147848：

印刷）

4－148011：

高嵩密度洗剤の改質方法（ライオン）

洗剤組成物の製造方法（ライオン）

抗菌性を有するチューブ容器（大日本

自動車排気黒煙粉等の捕集機器（物部

恭三，物部康典）

4－148194：

4－149088：

ゲン商事）

4－149143：

製造方法

4－149274：

吸着剤付き熱交換器（ダイキン工業）

鞄糞等の有機肥料とその製造法（シバ

フルオロペンゾトリクロリド類の新規

（旭硝子）

無機抗菌剤のマスターバッチ及び抗菌

性樹脂組成物並びにそれらの製造方法（新東工業）

4－150915：吸着性ファン（クラレケミカル）

4－150948：水素化脱アルキル触媒およびその使用

（38）

方法E菱石油）

4－150947：窒素酸化物接触還元用触媒（石油産業

活性化センター，コスモ石油，堺化学工業）

4－152882：

4－153519：

業）

4－154616：

（三菱化成）

4－154691：

4－154786：

（石原産業）

4－154849：

（チッソ）

4－155003：

気体透過性培養栓（信越ポリマー）

エンジン排ガスの浄イヒ方法（三菱重工

結晶性アルミノシリケートの製造方法

成膜装置（沖電気工業）

手ヌクリジン誘導体及びその製造方法

無機充填剤含有ポリオレフィン組成物

アスファルト軟化防止材及びその製法

（新日本製鉄）

4－156851：消臭組成物（東洋インキ製造）

4－156852：消臭用組成物および消臭性シート（東

洋インキ製造）

4－156921：加圧流動床燃焼ボイラの排ガス処理方

法および排ガス処理装置（電源開発）

4－160014：成形用ゼオライト混練組成物及びゼオ

ライト成形物（武田薬品工業，水沢化学工業）

4－160080：レーザー照射によるゼオライト含有セ

メント系硬化体の表面処理方法（奥多摩工業，大

成建設）

4－161251二 排ガスの浄化用触媒の再生方法（三菱

重工業）

4－163005：ブリプレグ用の基材（松下電工）

4－163372：消臭性洗濯糊および消臭性布烏（東洋

インキ製造）

4－166281：

4－169132：

4－170309：

素）

4－171022：

4－171048：

工業）

4－173244：

ンゼ）

4－173721：

4－174754：

水浄化装置（松下電器産業）

観賞用の植物栽培装置（三菱農機）

アルゴンの回収方法（川崎市，日本酸

排ガスの清浄化方法（三菱重工業）

窒素酸化物除去用触媒（日本触媒化学

抗菌性プラスチック多層フィルム（グ

毛髪化粧料（ホーユー）

2位置換6－イソプロピルナフタレン

の製造方法（三井石油化学工業）

4－174762：繊維製品の汚れ除去方法（花王）

4－174781：ゼオライト処理した絹糸による織物

（鹿児島大学長）
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4－175211：

化学）

4－175397：

4－175398：

INC）

4－176320：

4－176337：
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三弗化窒素ガスの精製方法（三井東庄

地盤注入剤（日本化学工業）

炭化水素燃料用添加剤（キルステン

排ガス浄化方法及び装置（川崎重工業）

排ガス浄化用触媒組成物，排気ガス浄

化用触媒及びその製造方法（日本碍子）

4－178338：4一位にエチル化されたビフェニル類

の製造方法（新日本化学）

4－178344：α，β一不飽和アセクール類の製造法
（三菱レイヨン）

4－179437：冷蔵庫の鮮度保持装置（松下冷機）

4－179464：静菌効果を強化した脱酸素剤（石松信

幸）

4－1798柑：通電発熱型ヒーター及び触媒コンバー

ター（日本碍子）

4－180819：窒素酸化物の接触分解方法（出光興産）

4－180836：排気ガス浄化用触媒（トヨタ自動車，

US Patent

東ソー）

4－180995：熟分解ポリオレフィン系プラスチック

から芳香族系炭化水素油を製造する方法（フジリ

サイクル，新日本製鉄）

4－182312：結晶性銅珪酸塩およびその製造方法

（東ソー）

4－183307：稲作付用育苗箱及び包装容器（田中友

蘭）

4－183793：電気粘性流体（東燃）

4－501579：軽質オレフィン改質と複合された接触

クラッキング方法（モービル オイル CORP）

4－501701：活性ゼオライトAとの接触による流体

からの水銀の除去（モービル オイル CORP）

4－501730：高密度ゼオライト含有粒子の製造方法

（へンケル KG アウフ アクチエン）

4－502423：連続造粒方法（へンケル KG アウ

フ アクチエン）

4－502756：不均一系イソパラフィン／オレフィン

アルキル化法（モービル オイル CORP）

US5109804：Coated animallitter く－〉

US5110425：Terminalchlorination of normalalkane hydrocarbonsくInradInc〉

US5110445：Lubricant production process（Mobil〉

US5110446：Integratedproducts separation from fluid catalytic cracking and aromatizationprocesses

〈Mobil〉

US5110478：Catalytic conversion over membrane composed of a♪uremOlecular sieveくMobil）

US5110569：Low temperature purification of gases（BOC Group）

US5110570：Preparation of crystalline porous boro－SilicatesくEnichemSintesiSpAIT〉

US5110573：Silica－alumina－Organic a巾ine product，its synthesis and usein zeolite production（Mobil〉

US5110667：Polymer compositionimpartinglow surface energy（MinnesotaMining＆Manufacturing Co〉

US5110776：Crackingcatalysts containingphosphatetreatedzeolites，a爪dmethodof preparingthe

Same（Mobil〉

US5110777：Copper－COntaining zeolites and their pr叩arationくTosoh）

US5110834：Productionof chlorofluorocarbon－free urethane－COntainingsoft－elasticmoldi爪gShaving a

Cellular core and a co叩aCted peripheralzone〈BASF AG DE）
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US5110954：Dehydrogenation of dioIsくDu Pont de Nemours，EI＆Co）

US5110995：Preparation of phenolor phenolderivativesくInstitute of Catalysis SU）

US5112367：Fluid fractionator 〈一）

US5112472：Process for converting hydrocarbon oils〈ShellOilCo）

US5112473：出ydrotreating or cracking process employing an acidified dealuminatedトzeolite（Texaco

Inc）

US5112486：Machine ele爪ent for useinliquid treating systemくShinanenⅣew Ceramic Co叩）

US5112494：Removalof cyanide from waterくMobil）

US5112518：伽zymatic dishwashingcompositio爪COntaining a chlorine－tyPe bleaching agent〈ConopcoIn

C）

US5112587：Method for the denitration of waste gaseswith obtention of HNOさ（DegussaDE）

US5112590：Separation of gasmixturesincluding hydrogenくBOC Group PLCThe GB）

US5114440：Process for the adsorptive oIygen－enrichment of air with mixtures of Ca zeolite a巾01e－

Cular sieves by means of vacuum swing adsorptionくBayer AG DE〉

US5114565：Refor爪ing naphthawith boron－COntaininglarge－POre ZeOlitesくChevron Research andTecno－
10gy Co）

US5114901：Ceramic coating for a catalyst su押Ort〈Ge几eralMotors Corp〉

US5115002：Stabilized c叩01ymer co叩OSitions くShellOilCo）

US5116510：Separation ofliquid mixtures by thermalswing adsorption（Air Products and Che山icalsIn

C）

US5116586：Method for the reduction of nitrogen oxides fromwaste gases using a zeoliteくDegussa DE

US5116590：Crystalline zeolite BCR－35and a method for producing sa爪eく蝕ⅩOn
Research

and伽g．Co）

US5116792：Hydrocarbon conversion catalyst for usein selectively仇aking爪iddle distillatesく伽ion
OilCo of California）

US5116793：Process for爪Odifying clinoptilolite adsorbent〈UOP〉

US5116794：Method for enhancing the activity of zeolite betaくUDP〉

US5118071：Blectronically driven controlval†eくDr Huelle Energie Engr GmbH DE〉

US5118429：Ambient temperature destruction of PCBwastesくConcordia伽iversity CA〉

US5118439：Process for preparing a detergent slurry and particulate detergent compositionくHenkel

Corp）
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US511島4㍑：Process for real畑inating zeolites〈ShellOilCo）

US5118484：Distilication of Bayer process solutions〈AIcanInternationalLtd CA）

US5118862：Process for produci爪g alpha beta－unSaturated carbonylcompound（Nippon
Zeon Co）

US5118864：Praparation of cyclopentenones〈BASF AG肥）

US5118a75：Method of preparing alkylphenol－for爪aldehyde condensatesくExxo爪ChemicalPatentsInc）

US5118き76：Separation of dichlorophenolisomers with zeolite adsorbents〈－〉

US511名892：Preparation of a dimethylnaphthalene（A爪OCOCorp〉

US5118893：Zeolite catalyzed conversion of acetylene〈Texas，Uni†erSityof〉

US5118896：Aromatic alkylation process usinglarge爪aCrOPOre，Smallparticlesize，ZeOlitecatalyst

（AmocoCorp〉

US5118897：Reactivation of alkylation catalysts（ABB Lummus CrestInc〉

US5118900：Catalyst supports，Catalyst systems，and olefin dimerizationくPhillips Petroleum Co〉

US5119835：Method for extracting tobacco alkaloidsくBAT Cigaretten－Fabriken GmbH DE）

US5120425：Use of zeolite SSZ－33in hydrocarbon conversion processesくChevron Research and Techno－

10gy）

US5120426：Hydrocracking process〈Atlantic Richfield Co〉

US5120438：Liquid purifying deviceincorporating air pumping meanswithin containerlid body（To爪ei

Sangyo〉

US5120453：0Ⅹidative re仙0Valof cyanide fro巾aqueOuS StreamS（UOP）

US5120506：Che爪icalanalyzer〈FujiPhoto Film Co〉

US5120517：Process for the removalof sulfur oxides and nitrogen oxides from flue gasくPacific Gas

Supply Corp〉

US5120600：Porous compositematerials andmethods for preparing them（Atomic Energy of CanadaCA）

US5120692：Molecular sieves coated with mon－OXide ceramics（MobilCorp）

US5120693：Bonded adsorbent agglomeratesくUOP）

US5120694：姐ethod of coating aluminum substrateswith solid adsorbent〈UOP）

US5120695：Catalyst for purifyingexhaust gasesfrominternalcombustionenginesandgasturbines

OPerated at above the stoichiometric ratioくDegussa DE〉

US5120860：Process for the production of aziridines（Union Carbide Che爪icals and PlasticsTecnology

Corp〉
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US5120881：Removalof nitrogenous co叩OnentS Of a hydrocarbon feedstream（Exxon ChemicalPatentsIn

C〉
US5120a91：Process for oligomerizing olefins using a supe卜dealumi爪ated Y－ZeOlite（TexacoChe爪ical

Co）

US5120893：Process for catalytically converting C10and higher olefins to C9andlower olefins

（ExxonChemicalPatentsInc）

US5120896：Concurrentisomerization and disproportionation of olefins〈ShellOilCo〉

US5120897：Isoparaffin／01efin alkylationく姐obilCorp〉

US5122164：Process for producing oxygen enriched product stream（BOC GroupInc）

US5122305：Solid－State radiation－emitting compositions and devicesく－〉

US5122363：Zeolite－enClosed transistion a爪d rare earth仇etalions as contrast agents for the

gastrointestinaltract〈Texas，University of）

US5122489：Non－aCidic dehydrogenation catalyst of enhanced stability（MobilCo叩〉

US512412a：Process for the production of porous membranes，the爪e血ranes produced thereby and their

use as supportingmatricesin test stripsくMilesInc）

US5124289：Surface treated permeableinorganic me巾branes and process of making sameくAluminum
Co of

A仇erica）

US5124293：Catalyst for aromatization oflight hydrocarbonsくNeste Dy FI）

US5124294：Catalyst system and process for producing alcohoIs from olefines and synthesis gases

くNesteOy FI〉

US5124295：Copper chromite catalyst and process for pr印aration said catalyst（E爪gelhardCorp〉

US5124492：Process for decomposing peroIideimpuritesin a tertiary butylalcoholfeedstock using

anironく＝）co叩Ou爪d〈UOP）

US5124497：Produciton of mono－Substituted alkylaromatics fro爪C●＋N－ParaffinsくMobilCorp）

US5124500：Process for re巾0Ving hydrogen fro爪the presence of organic compoundsくShe110ilCo〉

US5125231：Dualconverter engine exhaust system for reducing hydrocarbon emissionsくCorningInc）

US5125793：Turbine blade cooling with endothermic fuelくU S of America Air Force Secretary of）

US5125934：Argon recovery fro爪argOn－0Ⅹygen－decarburization process waste gasesくBOC GroupInc）

US5125935：Method for efficientry obtaining an adsorbable gas fro巾a gaS COntaining alow concent－

ration of the adsorbably gasくAsahiGlass Co〉

US5126120：Crystalline爪icroporous zinc phosphate co叩OSitions（UOP）

US5126296：Activation of zeolites using hydrate of trivalent metalfluorideくMobilCorp）
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US5126298：Cracking catalysts comprising clays with different particle sizes．and method of prepa卜

ing and using the sameくMobilOil〉

US5126299：Catalyst for the controlof SOx e爪ission（TexacoInc）

US5126377：Catalyst for conversion of synthesis gasinto hydrocarbons（Broken HillProprietary Com－

Pany〉

US5126390：Coating formulations for the preparation of transfer elements（ⅩeroxCorp）

US5126391：Fille卜COntaining stretched film（MitsubisiPetrochemicalCo）

US5126484：Process for preparingme仙yトand ethy1－Substituted pri爪ary anilines（Du Pont deⅣemours

EI＆Co〉

US5126490：Process for the catalytic oxidation of olefins to carbonylcompou爪ds〈Princeton Univ．）

US512649且：Process for the separation ofisomeric dichlorotoluenesくAtochem S A FR）

US5127187：Soilof soili叩rOVer COntaining porousion exchanger（NKK Corp〉

US5127925：Separation of gases by means of mixed matrix membranes（Allied－SignalInc〉

US512aO24：Simultaneous catalytic hydrocracking and hydrodewaxing of hydrocarbon oilswith zeolite

betaくMobilCorp）

US5128291：Porous titania or zirconia spheres（－）

US5130282：Process for treating a spent nickeトbased absorbent くFinaResearch S A BE）

US5130404：Castable thermosetting polyurethane polymer havingimproved heat
stability（Azom USAInc

US5130435：Preparation of vinylethersくBASF AG DB〉

US5132020：Sorption of alcohoIs using zeolite beta〈MobilCorp）

US5132098：Process for re巾0Ving sulphur compounds containedin a residualgas（Nationale Elf Aquト

taine FR）

US5132260：Zeolite granules with zeolitic binder〈Ceca S A FR）

US5132467：Process for the conversion of normalalkenes to tertiary alkylethers（MobilCorp）

US5132468：C－alkylation of hydroquinone or monoethers thereofくRhone－PoulencChi爪ie FR）

US5132477：Process for producing alkylaromaticlubricant fluids（MobilCorp）

US5132478：Alkylaromaticlubricant fluidsくMobilCorp〉

US5132479：Mordinite－based catalyst containingatleast one巾etalfrom groupVIIIanditsuse for

isomerizing a CさarO爪atic fractionくInstitut Francais du Petrole FR〉

US5132484：Buteneisomerization processくUDP）
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US5132485：Adsorptive separation of alpha－01efins sndinternalolefins〈Exxon ChemicalPatentsInc〉

US5133871：Water filter く－）

US5133さ92：Machine dish仙Shing detergent tabletsくConopcoInc）

US5133894：Polymers，PrOCeSS for their preparatio爪and their use as bleach activators having build－

er propertiesくHoechst AG DE）

US5133899：Stabilizer composition for chlorine－COntaining polymers and process for preparation

thereof くMizusawaIndustrialChemicals〉

US5133951：Process for making a crystalline galliosilicate with the offretite structure（Union Oil

Co of California）

US5133952：Methods for爪Odifying a zeolite〈Vereinigte Aluminiu爪－Werke AG DE〉

US5133953：Methods of preparing crystalline ZSM－20zeolites〈C－2517）〈BxxonResearch and伽gineering

Co）

US51a4241：Multistage olefin upgrading process using syntheticmesoporous crystallinematerial

くMobilCorp〉

US5134242：Catalytic olefin upgrading process using synthetic巾eSOPOrOuS CryStalline material

（MobilCorp〉
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